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建設環境委員会会議録 

 
令和５年１０月１１日 水曜日 

  午前１０時００分開議 

  午後 ２時０８分閉議（実時間１８２分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第８６号・令和４年度八代市一般会計

歳入歳出決算（関係分） 

１．議案第９０号・令和４年度八代市農業集落

排水処理施設事業特別会計歳入歳出決算 

１．議案第９１号・令和４年度八代市公共浄化

槽等整備推進事業特別会計歳入歳出決算 

１．所管事務調査 

 ・都市計画・建設工事に関する諸問題の調査 

 ・生活環境に関する諸問題の調査 

 （ゼロカーボンやつしろ推進計画案について） 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  橋 本 幸 一 君 

副委員長  友 枝 和 也 君 

委  員  田 方 芳 信 君 

委  員  橋 本 貴 喜 君 

委  員  堀   徹 男 君 

委  員  山 本 幸 廣 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 監査委員       江 﨑 眞 通 君 

 会計管理者兼会計課長 丸 山 尊 司 君 

 市民環境部長     嶋 田 和 博 君 

  市民環境部次長   岩 崎 伸 一 君 

  環境課長      中 川 順 一 君 

  環境施設課長    竹 下 圭一郎 君 

  循環社会推進課長  田 中 和 彦 君 

 建設部長       西   竜 一 君 

  建設部総括審議員兼次長 宮 端 晋 也 君 

  下水道総務課長   山 本 康 博 君 
 
  下水道総務課長補佐 
            上 村 和 寛 君 
  兼水洗化促進係長 
 

  土木課長      福 浦 亮 二 君 

  建設政策課長    深 川 洋 光 君 

 財務部 

  財政課主幹兼財政政策係長 塚 本 泰 広 君 

                              

○記録担当書記     村 上 政 資 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（橋本幸一君） 定刻となり、定足数

に達しましたので、ただいまから建設環境委員

会を開会いたします。 

 本日は、本委員会に付託されました決算議案

につきまして、閉会中審査を行うことといたし

ます。その後、執行部より所管事務調査に関連

して発言の申出があっておりますので、このこ

とについて調査いたします。 

 それでは、審査に入ります前に、まず、決算

審査の進め方について御説明いたします。 

 まず、審査方法についてですが、１０月２日

の本委員会でも報告いたしましたが、まず、一

般会計決算の歳出及び各特別会計決算の歳出の

審査については、令和４年度における主要な施

策の成果に関する調書に基づいて、また、各特

別会計の歳入の審査については、令和４年度八

代市特別会計歳入歳出決算書に基づいて説明を

聴取し、監査委員からの審査意見書も含めたと

ころで質疑を行うことといたしております。 

 また、審査の流れといたしましては、それぞ

れの決算ごとに質疑、討論、採決を行う予定と

しております。そのほかの審査方法については、

タブレットに格納しております資料に基づいて

進めさせていただきますので、よろしくお願い
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いたします。 

 次に、審査日程についてですが、事前に配付

いたしております日程表のとおり、審査の進行

によっては、予定している審査項目を１０月１

７日、火曜日の予備日に繰り越すことも考えら

れます。 

 以上、本委員会の審査がスムーズに進みます

よう、委員の皆様方の御協力をお願いいたしま

す。 

                              

◎議案第８６号・令和４年度八代市一般会計歳

入歳出決算（関係分） 

○委員長（橋本幸一君） それでは、本委員会

に付託されております決算議案３件の審査に入

ります。 

 まず、議案第８６号・令和４年度八代市一般

会計歳入歳出決算中、当委員会関係分を議題と

し、説明を求めます。 

 それでは、第４款・衛生費中、市民環境部関

係分について説明願います。 

○市民環境部長（嶋田和博君） おはようござ

います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）市民環境部の嶋田でございます。よろしく

お願いします。着座にて失礼いたします。 

○委員長（橋本幸一君） はい、どうぞ。 

○市民環境部長（嶋田和博君） 令和４年度八

代市一般会計歳入歳出決算審査に当たりまし

て、市民環境部が所管します主な施策につきま

して、総括をさせていただきます。なお、各事

業の決算については、後ほど岩崎次長が説明を

いたします。 

 総括でございますが、まず、歳出決算の概要

について、次に施策の概要として環境保全関

連、環境センター関連、環境施設関連として、

順次総括をさせていただきます。 

 早速１点目、歳出決算の概要についてでござ

いますが、令和４年度における主要な施策の成

果に関する調書（その１）の１１ページを御覧

ください。 

 上段（イ）、目的別の款４・衛生費について

御説明いたします。なお、衛生費欄には健康福

祉部所管分、建設部所管分と市民環境部所管分

を含めた決算額が記載されております。 

 衛生費の予算現額は４５億９７１５万円、支

出済額が４３億３３６１万円となっておりま

す。予算の執行率は９４.３％で、歳出総額に

対する構成比は６.４％でございます。また、

前年度令和３年度決算額が６４億８７４９万円

でありましたので、前年度比較では２１億５３

８８万円の減となっておりますが、これは豪雨

災害に係る災害廃棄物処理事業において、被災

家屋等の公費解体が令和３年度に集中したこと

によりまして、１９億９１４万４０００円の減

がその主なものとなっております。なお、令和

５年度への繰越しはございません。 

 それでは、施策の概要を申し上げます。 

 まず、環境保全関連でございます。 

 環境基本法に定められました典型７公害と言

われるもののうち、市が所管します騒音、振

動、悪臭に関する調査を実施するなど、良好な

生活環境が保全されるよう、公害規制や指導事

務等を継続的に実施しております。ほかにも、

地球温暖化対策の一環としまして、平成２１年

度から住宅用太陽光発電システムなどの再生可

能エネルギーの普及を図ってきたところでござ

います。 

 また、昨年２月に行いましたゼロカーボンシ

ティ宣言を踏まえ、２０５０年カーボンニュー

トラルの実現に向け、本市の温室効果ガス排出

量の把握及び将来推計を行い、再生可能エネル

ギーの導入目標等を取りまとめたところでござ

います。 

 今後は、策定中のゼロカーボンやつしろ推進

計画に基づきまして、さらなる再生可能エネル

ギーの普及や省エネ対策の推進などの取組を進

めてまいります。なお、ゼロカーボンやつしろ
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推進計画案につきましては、この後の所管事務

調査におきまして、その内容を御説明させてい

ただきます。 

 次に、環境センター関連でございます。 

 八代市環境センター、エコエイトやつしろ

は、平成３０年１０月の本格稼働後、約５年が

経過しましたが、これまで大きな故障もなく、

安定したごみ処理ができている状況にございま

す。次年度からは、氷川町の可燃ごみを受け入

れる予定であり、搬入量の増加が見込まれます

が、今後も適切な施設運営に努め、環境への負

荷低減及び経費の軽減を図ってまいります。 

 また、同施設は、環境学習の拠点として位置

づけられており、令和元年度は約２９００人の

方に御来館いただきましたが、令和２年度以降

は豪雨災害への対応や新型コロナウイルス感染

症の影響により、施設見学などについては長期

間、中止せざるを得ませんでした。 

 しかしながら、最近では、施設見学や環境学

習の御依頼にお応えできるようになっており、

令和４年度は約１４００人の来館者があり、以

前の水準の半分近くまで回復してきたところで

ございます。 

 今後は、施設のさらなる活用を図りながら、

ごみの減量化をはじめ、環境保全の行動目標と

しておりますエコ８行動に関する周知・啓発を

進めてまいります。 

 次に、環境施設関連でございます。 

 環境センターを除く令和４年度時点で運用し

ている施設は、供用開始から４２年が経過した

斎場、同じく６２年が経過した衛生処理センタ

ー、そして１６年経過の浄化槽汚泥処理施設が

ございます。いずれの施設も市民生活に直結す

る施設でありますことから、老朽化が進んだ施

設を適切に管理運営しながら、早急に新施設の

整備に向けた検討を進めてまいります。 

 また、平成３０年度に閉鎖いたしました清掃

センターは、令和４年度に解体工事の実施設計

を行っており、今月から工事に着手いたしま

す。 

 最後に、市民環境部が所管いたします環境分

野への施策に関しましては、市民の皆様の毎日

の生活に大きな関わりを持つ業務であることを

しっかりと認識し、地球温暖化という世界共通

の喫緊の課題に全市的に取り組む機運を高めな

がら、関係各課で連携を強化し、本市の環境行

政のさらなる推進に努めてまいりたいと考えて

おります。 

 以上、八代市一般会計歳入歳出決算の総括と

させていただきます。 

○市民環境部次長（岩崎伸一君） おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）市民環境部の岩崎でございます。どうぞ

よろしくお願いいたします。失礼ながら着座に

て説明をさせていただきます。 

 それでは、衛生費のうち、市民環境部所管分

につきまして、令和４年度における主要な施策

の成果に関する調書（その１）と八代市一般会

計歳入歳出決算書を用いまして、その主なもの

を御説明させていただきます。 

 まず、主要な施策の成果に関する調書の説明

では、最初に事務事業名を申し上げ、事業の概

要、決算額、特定財源及び不用額並びに今後の

方向性の順で説明させていただきます。なお、

不用額は１００万円以上のものを説明させてい

ただきます。そして、最後に流用額について、

決算書をもって説明をいたします。 

 それではまず、調書の７３ページを御覧くだ

さい。 

 上段の狂犬病予防対策事業でございます。 

 この事業は、狂犬病予防法に基づき、犬の登

録や狂犬病の予防注射を徹底するため、巡回に

よる集合注射を市内の各会場で行うとともに、

獣医師会に業務委託を行うものでございます。 

 決算額は６４８万６０００円で、内容は会計

年度任用職員の報酬・社会保険料等１９７万５
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０００円、狂犬病予防集合注射業務委託１２４

万９０００円、八代市郡の獣医師会に犬の登録

などを委託する事務代行委託９６万４０００円

が主なものでございます。その他特定財源４５

６万２０００円は、犬の登録及び狂犬病予防注

射済票の交付手数料や予防集合注射を利用する

飼い主の自己負担分でございます。不用額１０

３万６０００円は、公用車購入の入札残及び狂

犬病予防集合注射の頭数減による委託料の減が

主なものでございます。 

 今後の方向性としましては、本事業の実施は

法に基づく市町村の義務であり、引き続き狂犬

病の発生防止に努めていく必要から、市による

実施、現行どおりといたしております。 

 次に、下段の小型合併処理浄化槽設置整備事

業でございます。 

 この事業は、建設部が所管する事業でござい

ますが、衛生費に属しておりますので、併せて

説明させていただきます。 

 この事業は、生活排水による水質汚濁を防止

するため、公共下水道事業、農業集落排水事業

及び浄化槽市町村整備推進事業などの事業区域

外において、住宅に５人槽から１０人槽までの

小型合併処理浄化槽を設置する際、補助を行う

ものでございます。 

 決算額は５６２２万８０００円で、浄化槽設

置補助金１４０基分が主なものでございます。

特定財源は、国庫支出金１８５４万円、県支出

金５３９万８０００円でございます。不用額１

２１３万円は、申請件数が当初の予定数を下回

ったため生じたものでございます。 

 今後の方向性としましては、人口集中地区外

で個別の合併浄化槽設置を後押しする本事業

は、水質の保全、生活環境の向上を図る上で有

効な支援策であることから、今後も継続してい

く必要があり、市による実施、現行どおりとい

たしております。 

 次に、７４ページをお願いします。 

 上段の環境保全対策事業でございます。 

 この事業は、公害の未然防止を図るため、主

にその発生源に対する調査としまして、工場排

水や悪臭、騒音・振動等の調査を実施するもの

でございます。 

 決算額は３５９万６０００円で、九州新幹線

騒音・振動調査業務委託１６３万９０００円、

自動車騒音常時監視業務委託８１万４０００

円、悪臭物質分析業務委託５９万４０００円が

主なものでございます。特定財源の国県支出金

１７万４０００円は、県からの権限委譲事務市

町村交付金でございます。 

 今後の方向性としましては、市に権限が付与

された公害規制業務を中心に、定期的・継続的

に調査等を実施し、公害の未然防止や環境負荷

の低減を図っていくことが必要なことから、市

による実施、現行どおりといたしております。 

 次に、下段の地球温暖化対策推進事業でござ

います。 

 この事業は、家庭における温室効果ガスの排

出削減を図るため、住宅用太陽光発電システム

や蓄電池設置に対する補助を行うほか、地球温

暖化問題に関する啓発を実施するものでござい

ます。 

 また、カーボンニュートラルの実現に向け、

市の温室効果ガスの排出量の把握及び将来推計

を行い、再生可能エネルギーの導入目標等を整

理するとともに、電力高騰などの影響を踏まえ

た省エネ対策の一助として、省エネ性能の高い

家電への買換えに対する補助を実施したところ

でございます。 

 決算額は３３９４万９０００円で、省エネ家

電買換え促進補助金１５２６万円、住宅用太陽

光発電システム等設置費補助金９１３万４００

０円、再生可能エネルギー導入目標等策定業務

委託８８０万円が主なものでございます。特定

財源は、国庫支出金の新型コロナウイルス感染

症対応地方創生臨時交付金１５８５万４０００
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円とその他特定財源のふるさと八代元気づくり

応援基金繰入金９１３万４０００円でございま

す。 

 今後の方向性としましては、太陽光発電シス

テムや蓄電池設置に対する補助は依然としてニ

ーズが高い状況にあり、現在策定中のゼロカー

ボンやつしろ推進計画を踏まえ、今後、国の補

助事業の活用などにより、さらなる事業の進捗

を図りたいとの考えから、市による実施、規模

拡充といたしております。 

 次に、７５ページ上段のごみ減量化対策事業

でございます。 

 この事業は、家庭や事業所から排出されるご

みの減量化に向けた啓発活動を行うことによ

り、再資源化の推進とごみの低減を図るもので

ございます。 

 決算額は３５０万２０００円で、家庭用生ご

み処理機等の購入費の一部を補助する生ごみ堆

肥化容器等設置助成金１３０万４０００円、啓

発に係るチラシ等の印刷製本費８４万３０００

円、環境フェスタのテント等の賃借料６１万６

０００円が主なものでございます。特定財源

は、ふるさと八代元気づくり応援基金繰入金１

３０万４０００円でございます。 

 今後の方向性としましては、アフターコロナ

に向けまして、エコエイトやつしろを情報発信

の拠点とし、本市の環境行動目標であるエコ８

行動の周知・啓発を図りながら、引き続き循環

型社会の推進に取り組んでいく必要があること

から、市による実施、現行どおりといたしてお

ります。 

 次に、下段の環境施設整備事業でございま

す。 

 この事業は、老朽化が進んでいる環境関連施

設について、市民生活に支障がないよう、施設

の更新や新設を行うための調査・計画を行い、

整備を推進するものでございます。 

 決算額は６５８万１０００円で、浄化槽汚泥

処理施設周辺の生活環境影響調査業務委託６５

５万４０００円が主なものでございます。不用

額１０７万３０００円につきましては、業務委

託の入札残が主なものでございます。 

 今後の方向性でございますが、し尿処理施設

については、下水道と合同処理を行うために、

浄化槽汚泥処理施設を改造するための準備を進

めながら、解体に向けた実施設計を行い、斎場

についても施設整備の基本構想を作成するな

ど、計画を着実に進めていく必要があることか

ら、市による実施、現行どおりといたしており

ます。 

 次に７６ページをお願いします。 

 下段のごみ処理施設管理運営事業でございま

す。 

 この事業は、市内全域で発生する一般廃棄物

を環境センターで受入れ、適正な処理、処分を

実施するものでございます。また、ごみ焼却関

連施設や資源化関連施設などの適正な維持管理

を行いながら、生活環境の保全と公衆衛生の向

上を図るものでございます。 

 決算額は５億８３４７万７０００円で、エネ

ルギー回収推進施設運営委託２億２２２２万３

０００円、マテリアルリサイクル推進施設運営

委託１億７４０４万４０００円、残渣資源化委

託１億７２９万円が主なものでございます。そ

の他特定財源２億９２７４万２０００円は、有

料指定袋処理手数料１億５３８８万１０００

円、搬入ごみ処理手数料１億３３０８万６００

０円、環境センター施設使用料４７９万２００

０円が主なものでございます。不用額３３７１

万５０００円は、売電収入の増加によるエネル

ギー回収推進施設運営委託料の執行残２６３３

万２０００円、資源ごみの発生量が想定を下回

ったことによる資源物処理業務委託料の執行残

４８７万２０００円などが主なものでございま

す。 

 今後の方向性としましては、令和６年度から
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氷川町の一般廃棄物を受け入れる予定であり、

搬入量は増加すると見込まれますが、適正処理

を継続し、安全かつ安定した施設運営に努め、

環境への負荷低減及び経費の軽減を図る必要が

あることから、市による実施、現行どおりとい

たしております。 

 次に７７ページをお願いします。 

 上段の塵芥施設維持管理事業でございます。 

 この事業は、環境センターの完成に伴い閉鎖

した清掃センター及び市内３か所の最終処分場

施設の適正な維持管理を行い、生活環境の保全

と公衆衛生の維持を図るものでございます。 

 決算額は１７２６万１０００円で、清掃セン

ター解体設計及び計画業務委託１３２０万円、

最終処分場維持管理業務１３３万２０００円、

施設整備修繕９４万８０００円が主なものでご

ざいます。特定財源の地方債１２５０万円は、

市債の生活環境債でございます。不用額４８６

万５０００円は、清掃センター解体設計及び計

画業務委託などの入札残が主なものでございま

す。 

 今後の方向性としましては、引き続き、適切

な維持管理が必要であることから、市による実

施、現行どおりといたしております。 

 次に、下段のごみ収集管理事業でございま

す。 

 この事業は、各家庭から排出される一般廃棄

物を、主に特定の集積所にごみを排出するステ

ーション方式の収集体制により、計画的かつ効

率的に収集を行うものでございます。 

 決算額５億８９２９万６０００円で、本庁・

各支所管内の収集業務委託計７件を合わせまし

た４億９４７８万１０００円、有料指定袋の作

製業務委託５６３６万４０００円、その販売手

数料１１４０万７０００円、販売代金の収納業

務委託１７０１万５０００円でございます。そ

の他特定財源１億４４７万２０００円は、有料

指定袋の処理手数料５６３６万４０００円、再

資源化販売代金納付金４５０９万１０００円、

物品売払収入２７７万９０００円が主なもので

ございます。不用額１２２５万円は、収集業務

委託の入札残が主なものでございます。 

 今後の方向性としましては、各家庭から排出

される一般廃棄物を引き続き計画的かつ効率的

に収集する必要がありますことから、市による

実施、現行どおりといたしております。 

 次に、１ページ飛ばしまして７９ページをお

願いいたします。 

 下段にあります、し尿処理施設管理運営事業

でございます。 

 この事業は、郡築十二番町にございます衛生

処理センターに搬入される生し尿――いわゆる

くみ取りし尿を適正に処理し、円滑な施設管理

を行うものでございます。 

 決算額は４３９４万１０００円で、施設運転

管理業務委託３３５５万１０００円、施設の電

気料６３１万２０００円、消化汚泥収集運搬業

務委託２２９万４０００円が主なものでござい

ます。 

 今後の方向性としましては、施設の老朽化が

進む中で、公共下水道や合併浄化槽の普及など

により、生し尿は減少傾向にありますものの、

浄化槽汚泥処理施設の改造が完了し、受入れが

開始するまで、引き続き当該施設で処理する必

要がありますことから、市による実施、現行ど

おりといたしております。 

 次に、８０ページをお願いします。 

 上段の浄化槽汚泥処理施設管理運営事業でご

ざいます。 

 この事業は、新港町三丁目にございます浄化

槽汚泥処理施設において、本庁管内で発生する

浄化槽汚泥を適正に処理し、円滑な施設管理を

行うものでございます。 

 決算額は１億２２６万２０００円で、施設の

運転管理業務委託３８２１万４０００円、脱水

汚泥収集運搬・中間処理業務委託３６５０万
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円、下水道使用料１６３５万４０００円が主な

ものでございます。不用額３４６万１０００円

は、業務委託の入札残が主な理由でございま

す。 

 今後の方向性でございますが、浄化槽の普及

によりまして、浄化槽汚泥の適切な処理は今後

も必要となりますことから、市による実施、現

行どおりといたしております。 

 最後に、流用につきまして、決算書を用いて

説明をさせていただきます。なお、流用先にお

いて、人件費を除く１件１０万円以上の流用を

行った案件につきまして説明をさせていただき

ます。 

 決算書１３６、１３７ページを御覧くださ

い。 

 款４・衛生費、項１・保健衛生費、目３・斎

場管理費の右側備考欄でございます。節１４・

工事請負費より節１２・委託料へ４２万８００

０円を流用しております。これは、主に斎場の

運転管理業務委託におきまして、火葬件数の増

加による経費の増加に対応するため、流用を行

ったものでございます。 

 続きまして、１３８、１３９ページをお開き

ください。 

 款４・衛生費、項２・生活環境費、目２・環

境保全対策費の右側備考欄でございます。節１

０・需用費から４１万円を、また節１２・委託

料から８７万３０００円を節１８・負担金補助

及び交付金へ流用し、さらに款４・衛生費、項

２・生活環境費、目５・塵芥処理費の節１２・

委託料から５０５万８０００円を、同じく節１

８・負担金補助及び交付金へ流用しており、流

用額の計は６３４万１０００円でございます。

これは、地球温暖化対策推進事業の中の省エネ

家電買換え促進補助事業におきまして、受付期

間内に当初の見込みより多くの申請がございま

したことから、補助予定件数を拡充することと

したため、流用を行ったものでございます。 

 続きまして、１４０、１４１ページをお開き

ください。 

 款４・衛生費、項２・生活環境費、目３・廃

棄物対策費の右側備考欄でございます。節１

２・委託料から節７・報償費へ２１万３０００

円を流用しております。これは、し尿収集運搬

手数料及び浄化槽清掃・保守点検の料金改定を

早急に検討する必要が生じたことから、第三者

で構成される八代市ごみ問題等対策検討会を開

催するための委員報償費へ流用したものでござ

います。 

 以上で、市民環境部所管の決算説明を終わり

ます。御審査のほど、よろしくお願いいたしま

す。 

○委員長（橋本幸一君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（堀 徹男君） 調書の７４ページの上

段の環境保全対策事業のうちですね、悪臭物質

分析業務委託というのがあるんですけど、どこ

で何を対象にされたのかと、定期的にやってる

のか、それともその事案が発生したときにピン

ポイントでやってるのかということについて。 

○環境課長（中川順一君） おはようございま

す。環境課の中川でございます。 

 ただいま御質問の、悪臭物質の分析業務委託

でございますけれども、悪臭物質につきまして

は、本市では２２の特定悪臭物質による規制と

いうのも定めておりまして、例えば、アンモニ

アでありましたり、硫化水素、こういった物質

を規制しております。 

 まず、調査でございますけれども、これは突

発的な事案というよりは、主要発生源――工場

でございますけれども、工場を定期的に調査を

行っておるというようなところでございます。

具体的な工場を申し上げたほうがよろしいでし

ょうか。（委員堀徹男君「いえ結構です」と呼

ぶ） 
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 主要な工場、具体的には申し上げませんけれ

ども、市内４工場、それから、エコエイトやつ

しろ、こちらのほうの調査を行っているという

ような状況でございます。 

 以上でございます。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

○委員（山本幸廣君） ７３ページ、小型合併

処理槽設置整備事業浄化の不用額、もう一回だ

け説明してください。 

○下水道総務課長補佐兼水洗化促進係長（上村

和寛君） おはようございます。下水道総務課

の上村です。 

 委員お尋ねの、予算残ですね。１２１３万円

の内訳ですけども、こちらのほうには浄化槽の

通常設置分が１４０基予定をしておりましたけ

ど、これが１３２基の設置であった分と災害分

につきまして、１６基の設置予定でしたが、こ

れが８基設置ということで、その予算残になり

ます。 

 ちょっと金額が大きい理由につきましては、

浄化槽の補助金自体が一番最低額で３３万２０

００円と、５人槽でなっておりますので、この

分と、あと配管を、――例えば、みなし浄化槽

から、またくみ取りからの転換につきましては

プラス３０万円加算をしておりますので、これ

を合計しますと、こういったのを積み上げてい

きますと、この分の残が発生したということに

なります。 

 以上です。 

○委員（山本幸廣君） なぜ本委員が、小型合

併浄化槽の推進というのをずうっと私は語って

きたんですよ。これを見てもですね、その財源

の内訳等でも国県の支出金というのが、これは

２分の１だと思うんですけどもですね、２３０

０万円、あとは一般財源なんですけども。あと

のですね、ごみ関係については、ほとんど地方

債と一般財源なんですよね。次長が説明したよ

うに。あとはずっとめくれば分かるように、地

方債と一般財源。国県の支出金の中でですね、

どうやってその事業を推進していくかというの

は、この小型合併浄化槽はですね、大事なこと

なんですよ。なぜかといいますと、下水道は全

部一般会計から繰入れをするんですよ。そうい

う中で、下水道の推進もしなきゃいけませんけ

ども、小型合併浄化槽についてもですね、この

推進というのはもう絶対私たち、八代市内の財

政状況は一番必要な事業なんです、これは。 

 そういうことで、今、不用額が出たというこ

とは理解をしておきますし、また、今後はです

ね、なるだけならその推進を、どうやって推進

したらいいのかと、そういうようなことで、今

後の方向性の中で、市による現行どおりとい

う、これはずうっともう１０年ぐらい現行どお

りなんですよ。私の記憶の中ではですね。とな

ればですね、やっぱし私は１つランクを上げて

規模の拡充というのをですね、検討してみたら

どうかと思いますがいかがですかね。部長でも

次長でも。部下はできませんから、部長、次

長。 

○市民環境部長（嶋田和博君） 小型合併浄化

槽については、建設部所管ではありますもの

の、生活環境保全という意味合いからします

と、公共下水道の推進というのの限界がありま

すので、やっぱりより積極的に推進していくべ

きだなというふうには考えております。 

○委員（山本幸廣君） ぜひともですね、この

推進は極力、力を入れて推進してください。 

 なぜ私がいいますかというとは、その下水道

の繰入れが物すごい多いんですよ。何億円て、

もうずうっとですから。監査委員のやっぱり指

摘にも毎年あるんですけどもですね。どうして

もその繰入れが多くなっていく。地方債は多く

なっていくわ、あとは財政悪化。中期財政もで

すね、これから第２次のやっぱ総合計画の中で

もですね、本当に見通しが暗いという、実質の

公債費もどんどんどんどん上がっていくという
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状況の中で、私の小型合併のこの事業について

はもう本当に積極的にやってほしいというふう

な気持ちですので、よろしくお願いをしときま

す。 

○委員長（橋本幸一君） 意見でよろしいです

ね。 

○委員（山本幸廣君） はい、意見です。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

○委員（堀 徹男君） ７５ページの下段の環

境施設整備事業のうちですね、最終処分場の整

備についてということで取組をされたというこ

とですけど、外部検討委員会からの提言を踏ま

えてというのがありますけど、現在の進捗とい

いますか、決算ですので、ここでどこまで進ん

でいるのかというのを教えていただければと思

います。 

○環境施設課長（竹下圭一郎君） おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）環境施設課の竹下でございます。 

 最終処分場の整備の進捗につきましてなんで

すけれども、外部検討会では、八代市のほうに

最終処分場が必要ということで提言をいただい

ております。 

 うちのほうでは、最終処分場が必要というと

ころでですね、内容をですね、どういうものを

埋めるかとか、そういうふうな内容等の検討

と、あと量ですね。どのくらいの量が発生する

かというのを今検討しているところで、庁内検

討会をつくって協議をしているところでござい

ます。 

 以上でございます。 

○委員（堀 徹男君） じゃ、その関連なんで

すけど、７７ページの上段ですね。塵芥施設維

持管理事業、こちらのほうにも最終処分場の完

全閉鎖が終了するまでとありますが、現行での

最終処分場の完全閉鎖というののお見込みはい

つぐらいまでになってるんでしょうか。 

○環境施設課長（竹下圭一郎君） 現行ではで

すね、３か所最終処分場の跡地があるんですけ

れども、一応閉鎖はしております。その中で完

全といいますか、そこにあと運動場とかです

ね、そういうふうな形になってますもんですか

ら、一応そういうののですね、管理をしている

というところで、現行のままトイレとか、そう

いう施設があるもんですから、管理をしていく

という状況になっております。 

 以上でございます。 

○委員（堀 徹男君） いや、ちょっと意味が

分からなかった。最終処分場の完全閉鎖が終了

するまでというのが、今後の方向性に書いてあ

るんですよね。ということは、するまでと書い

てあるので、完全閉鎖してないのかなというふ

うに受け取ったんですけど、今のお答えだと、

もう最終処分場は、そこに埋め立てることはし

てないということでよろしいんですかね。 

○環境施設課長（竹下圭一郎君） 現在ではで

すね、そこに埋立て等はしておりません。もう

閉鎖の状態ではあるんですけれども、完全閉鎖

というかですね、もう状況的にはほぼ完全閉鎖

の状況でございます。 

 以上でございます。 

○委員長（橋本幸一君） よろしいですか。 

○委員（堀 徹男君） はい。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

○委員（山本幸廣君） ７６ページ。ごみ処理

施設の管理の運営事業について、誰もが関心を

持たれている事業だと思いますが、数字等々に

ついてはですね、先ほど来、次長から説明あり

ましたので、それは事前の勉強しておりました

ので、これについては言うことないんですけど

も。 

 先ほども言いましたが、財源の中でその他の

特定財源、先ほど来説明がありましたですね、

ふるさと納税等々も含めてですけども、それと

あと一般財源、これの決算額が５億８３００万

円、不用額が３３００万円。私は、これらにつ
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いてはですね、理解しますが、その下の今後の

方向性の中でですね、現行どおりなっておりま

すが、その下の方向性の理由として、そこで記

載をしてありますので、ここが一番大事な、私

の質疑なんですけども。環境への負荷低減及び

経費の軽減を図ることと。ここは、ぜひともや

ってほしいと思います。これはなぜかという

と、ほとんど国県の支出金はないんですよ。ほ

とんど一般財源の中ですね。そういうこと、適

切な施設の運営に努めてほしいと。いろんな話

を聞きます、このごみ処理施設の問題は、市民

からもですね。業者の方々もよく聞くんですけ

ども。 

 そういう状況の中で、この方向性の理由をで

すね、しっかり記載してありますので、監査委

員も含めてですね、しっかり予算の執行を確認

されておられますから、私たち議員としてもで

すね、この方向性の理由をですね、しっかり私

たちも認識しながらですね、この事業について

はですね、現行どおり進めていただきたいと。

数字関係については、もう私も理解いたします

ので、そういうことでよろしくお願いします。

これは意見ですけどもね、よろしくお願いいた

します。 

○委員長（橋本幸一君） ほかにございません

か。 

○委員（堀 徹男君） 調書の７６ページの下

段のごみ処理施設管理運営事業のうちの特定財

源の部分で、有料指定袋（ごみ）処理手数料と

いうのと、次のページの７７ページのですね、

同じくごみ収集管理事業のその他の特定財源の

うちの有料指定袋（ごみ）処理手数料というの

が２つあるんですけど。ちょっとどっちがどう

なのか、よく分かんないんですけど、説明をお

願いしたいと。 

○循環社会推進課長（田中和彦君） おはよう

ございます。循環社会推進課、田中でございま

す。 

 今、委員のほうから御質問がございましたけ

れども、こちらのほう、特定財源のほうにどち

らとも有料指定袋のごみ処理手数料というふう

に記載がございます。 

 こちらにつきましては、いわゆる有料指定袋

の販売で、私どものほうに入ってきた部分の財

源を２つの事業に振り分けて、財源として入れ

ております。そのためにこの金額、――案分と

いいますか、一定の割合で分けておりまして、

ここに記載をしておるということです。 

 以上でございます。 

○委員（堀 徹男君） 分かりました。 

 関連なんですけど、有料ごみ袋のロールだっ

た形態が変わったのは、この年度でよかったで

すかね。それに対する市民の反応みたいな何か

お声はありますか。 

○循環社会推進課長（田中和彦君） 今のお尋

ねに関してですけども、有料指定袋の形態が変

わりましたのは、令和５年に入りましてからで

ございます。関連いたしまして、今の御質問で

すけれども、市民の方からの反応といたしまし

ては、使いにくくなったというようなお声はあ

まりいただいておりません。以前の部分から

の、持ち運べる取っ手があったほうがいいとい

うふうな御意見はいただいておりました。た

だ、現在、ごみの集積所にですね、出される際

に、最後持っていかれた部分をきちんとしまっ

て、中のごみが出ないようにしてくださいとい

う広報はいたしておりますけれども、この部分

が少しまだ徹底が十分じゃないということで、

今後もこの件に関しては広報を努めていきたい

と思っております。 

 以上でございます。（委員堀徹男君「分かり

ました」と呼ぶ） 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

○委員（山本幸廣君） 意見でよろしいです

か。 

○委員長（橋本幸一君） 次にお願いします。 
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○委員（堀 徹男君） もう一点、今のごみ収

集管理事業なんですけど、ビデオカメラを設置

するようにしていただいたと思うんですけど、

この年度だったか、ちょっとすいません、記憶

が曖昧なんですけど。使用の実績というか、市

民の反応というか、主に市政協力員さんだった

りとかするんでしょうけど、そういったお声を

ちょっと聞かせていただければなと。 

○循環社会推進課長（田中和彦君） 集積所等

を確認いたしますビデオカメラの導入につきま

しては、令和４年度で購入をいたしておりま

す。購入をいたしましたビデオカメラの機数は

５機購入をいたしております。設置につきまし

ては、今、委員からお話がありましたとおり、

市政協力員の方などからの御要望に基づいて相

談の上で設置をいたしております。 

 これまで延べ９か所ほどビデオカメラを設置

をいたしました。設置期間が１か月、２か月と

長くなってる部分もございますけれども、この

９か所のうち４か所につきましては、すいませ

ん、何らかの状況のちょっと映像が確認をでき

ておる部分もございまして、この４か所につき

ましては、現在、警察及び県の保健所のほうと

連携を取って、そちらの対応に今、当たってお

る状況でございます。 

 以上です。 

○委員長（橋本幸一君） よろしいですか。 

○委員（堀 徹男君） 実績が上がっていると

いう言い方もちょっとおかしいんでしょうけ

ど、活用ができているということに関してはよ

かったなと思うんですけど、最後にもう一点い

いですか、委員長。 

○委員長（橋本幸一君） どうぞ。 

○委員（堀 徹男君） 浄化槽の汚泥処理施設

管理運営事業の中で汚泥処理ですね、最後にま

た泥のパンケーキをつくられると思うんですけ

ど、下水道の処理の汚泥に関しては、堆肥化を

進められるというふうに何か聞いたような気が

するんです、今年度ですね。この浄化槽汚泥に

ついても同じような堆肥化が、活用が可能なの

か、今後ですね、考えておられるのかというの

について１点お伺いしたいと思います。 

○環境施設課長（竹下圭一郎君） 浄化槽汚泥

の堆肥化につきましてはですね、まだちょっと

下水道部門との協議、下水道のほうに取り込ん

で処理をしていくというところになってきます

ので、ちょっと今からちょっと協議をしていけ

たらなというところで考えております。 

 以上でございます。（委員堀徹男君「分かり

ました」と呼ぶ） 

○委員長（橋本幸一君） ほかにございません

か。 

○委員（山本幸廣君） 冒頭、嶋田部長からの

総括の説明があった中でですね、次年度、今後

ですけども、発言なされたからですね、ちょっ

と聞くわけですけども、経過が４２年、６０年

等々で、斎場とし尿処理施設、それから汚泥等

処理施設が建設予定ということで、今、話をお

聞きしてですね、これはどういう補助の事業で

されるのか、それとも合併特例債等々でされる

のか、そこら辺りをちょっと聞かせてくださ

い。もし分かればですね。今、分かればひとつ

聞かせていただければと思いますが。 

○市民環境部長（嶋田和博君） まず、斎場に

関しましては、まだ合併特例債、――令和７年

度までということで厳しい状況にありますが、

し尿処理の衛生処理センター、これにつきまし

てはできれば合併特例債を活用して解体をした

いなというふうに現在検討を進めております。 

 あと浄化槽汚泥処理施設の改修、これは郡築

十番町のし尿処理の生し尿を受け入れるための

改修事業をやりますが、これにつきましては下

水道のほうの補助金を活用したいというふうに

考えております。 

 以上でございます。 

○委員（山本幸廣君） ありがとうございまし
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た。関心というといけないんですけども、６２

年経過のし尿処理施設、これについては私たち

も建設環境委員会で現場の視察を行くし、そし

てまた、現場で働いておられる職員の方々ので

すね、御意見等も聞きながら、――これは今年

だったですかね、視察に行ったんですが、まさ

に今、嶋田部長が言われた合併特例債と、これ

は令和７年で合併特例債は切れるんですよ。だ

から、今聞いたんですよ。合併特例債でやられ

るという予定ですので、ここら辺りについては

ですね、――特例債、ただと言う人もおられま

すけども、私たちは、債ですから、借金と思っ

てるんですけども、そういう状況で、よろしか

れば合併特例債はですね、有利ですから、使っ

て事業を進めていただければなと、そういうふ

うに思います。 

 あとについては、やっぱし地方債、特にこの

し尿処理施設の解体等も考えておられると思う

んですよね。これ解体については、もう全部皆

さん御存じのように、全部地方債なんですよ。

国はほとんど予算が出ません。もう解体につい

てもですね、入札残が出るような努力をしてい

ただきたいと、そのように思います。 

○委員長（橋本幸一君） ほかにございません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） なければ、以上で質

疑を終了いたします。 

 意見がありましたら、お願いいたします。 

○委員（堀 徹男君） ごみ減量化対策事業に

お取組ということで、昨年も一般質問をさせて

いただいたんですけど、エコエイト環境フェス

タですね。今年も２８日か２９日ぐらいでした

ね、開催されるということで、子供さんのうち

から、小さいうちから環境学習に取り組むとい

うのは、非常に将来的にわたって市民の皆さん

にですね、ごみ減量化等々についての取組を公

表するいい機会だと思うんですよね。再来週ぐ

らいかな、やられるということで、ぜひです

ね、積極的にお取組をしていただきたいという

ふうに思います。 

 以上です。 

○委員（山本幸廣君） 総括の意見ですけど

も、今回の決算審査資料をずっと私も時間かけ

て目を通したんですが、本当に職員の苦労も物

すごい分かりました。数字については、先ほど

言いましたように、単位についてもですね、う

ちからも議会からもですね、監査委員が出てお

りますので、そこら辺りについてはよく話を聞

きながらですね、ということで理解をしておき

ますが、要はまさに私たちが、このごみ問題と

いうのは、これはもう時代の中でですね、大切

な施設であるし、その施設をいかに利活用し、

そしてまた、延命を進めていくかということ、

これも大事なことだと思うんですよね。延命が

なければですね、今回、氷川町の可燃ごみを入

れることなりましたけども、どうしても炉でた

くわけですので、必ずこれは早いですよね、耐

用年数というのは。そこら辺りを考えると、や

はり次に建て替えをするときには、どうしても

一般地方債等々も物すごく入るわけであります

ので、地方債の抑制も含めてですね、これから

のやっぱし、いろんな軽減等に努力をしていた

だければなと、そのように思います。 

 子々孫々我々が、我々の時代はこれでいいか

と思いますけども、この後の時代というのは本

当に厳しいです。これだけの時代の中で建設が

どんどんどんどん進んでいく中でですね、子や

孫のためにも、私たちはチェック機能を忘れず

に、皆さんと一緒にですよ、予算執行する方は

皆さんですので、よろしかれば同じこの建設環

境委員会のこの衛生の部分でもですね、多額の

環境センターに投資をしました。投資もしまし

たので、市民が本当に安全・安心の中でです

ね、良いセンターだと、良いのを造っていただ

いたと言われるようなですね、私たち議員でも
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ありたいし、この委員会でもいろいろと審査を

しましたので、ぜひとも前向きな方向でです

ね、そういうのを考えていただければと思いま

す。意見です。 

○委員長（橋本幸一君） ほかにございません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） ないようですので、

以上で第４款・衛生費中、市民環境部関係分に

ついてを終了いたします。 

 執行部入替えのため、小会いたします。 

（午前１０時５２分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時５３分 本会） 

○委員長（橋本幸一君） 本会に戻します。 

 次に、第７款・土木費及び第１０款・災害復

旧費中、建設部関係分について建設部から説明

願います。 

○建設部長（西 竜一君） 皆様、おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）建設部長の西でございます。どうぞよろ

しくお願いいたします。恐れ入りますが、着座

にて説明させていただいてよろしいでしょう

か。 

○委員長（橋本幸一君） はい、どうぞ。 

○建設部長（西 竜一君） 失礼します。 

 それでは、議案第８６号・令和４年度八代市

一般会計歳入歳出決算の決算審査に当たりまし

て、建設部所管分につきまして総括を述べさせ

ていただきます。 

 第７款・土木費でございますが、令和４年度

の決算額が総額で約５１億６７００万円とな

り、令和３年度と比較しまして約２億円の減と

なりました。その詳細につきましては、この

後、宮端総括審議員兼次長に説明いたさせます

が、私から主な取組について御説明いたしま

す。 

 まず１点目、幹線道路ネットワークの形成に

向けた道路整備でございます。 

 都市計画道路の西片西宮線は、全体を３つの

工区に分けて事業を進めておりますが、２工区

では用地補償が完了し、道路改築工事も計画ど

おりに進めることができました。令和４年度末

での進捗率は９４％となっております。また、

３工区では、令和４年度に事業認可を取得し、

測量及び道路詳細設計などを実施しておりま

す。 

 次に、県事業として進められております南部

幹線の前川をまたぐ１工区では、用地補償と道

路改築工事が実施されており、令和４年度から

は橋梁工事に着手されております。また、球磨

川をまたぐ３工区では、令和４年度から正式に

事業着手され、必要な調査・測量などを進めて

いくとのことで、本市としましても、引き続き

早期の完成に向けて要望してまいりたいと考え

ております。 

 次に、道路事業として実施しております川田

町東の国道３号から千丁古閑出の県道共栄千丁

停車場線に通じる延長約４.２キロメートル

の、いわゆる東西アクセス道路整備でございま

すが、このうち本市では国道３号から県道新八

代停車場線までの市道竜西東西１２号線と県道

八代・鏡・宇土線から県道共栄千丁停車場線ま

での市道新牟田西牟田線の２路線の整備を行っ

ております。２路線とも、予定をしておりまし

た工事及び用地買収につきましては、おおむね

計画どおり進めることができました。 

 次に２点目、地域生活に密着した道路整備で

ございます。これは、主に各校区からの要望に

応えるための事業で、市内一円道路改良事業と

道路維持事業、交通安全施設整備事業がござい

ますが、令和４年度の要望件数７８９件に対し

まして、対応件数が２１２件で、対応率としま

しては約２７％となっております。 

 限られた予算の中で、全ての要望に応えるこ

とはできませんが、まずは市民生活における安
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全性と緊急性、重要度等を勘案し、また地域の

バランスも考慮しながら対応しているところで

ございます。 

 今後も地域要望への対応を含め、道路の適切

な維持管理に努めてまいります。 

 次に３点目、良好な住環境の整備でございま

す。民間住宅関連の施策としまして、移住・定

住の促進に資する空き家バンク事業では、令和

４年度において２７件の物件登録があり、過年

度の登録物件を含む２６件の成約が成立してお

ります。周知のチラシや広報やつしろ、本市の

ホームページ、エフエムやつしろでの広報によ

り、関心度も高まってきていると感じておりま

す。 

 また、老朽危険空き家等の除却、助成制度の

活用も増加傾向にありまして、住環境の整備に

一定の効果が上がっているものと考えておりま

す。 

 最後になりますが、市民生活に直結します社

会基盤全般を担う建設部としましては、市民の

安全・安心を最優先に魅力ある都市づくりを目

指しまして、引き続き各種事業を推進してまい

ります。 

 以上、総括とさせていただきます。 

○建設部総括審議員兼次長（宮端晋也君） お

はようございます。（｢おはようございます」

と呼ぶ者あり）建設部の宮端でございます。よ

ろしくお願いいたします。着座にて説明させて

いただきます。 

 令和４年度八代市一般会計歳入歳出決算のう

ち、第７款・土木費、第１０款・災害復旧費

中、建設部関係分の主な事業について、令和４

年度における主要な施策の成果に関する調書及

び令和４年度八代市一般会計歳入歳出決算書に

て説明をいたします。 

 それでは、主要な施策の成果に関する調書の

１３２ページをお願いいたします。 

 下段の道路維持事業につきましては、市が管

理する道路について、路面や構造物の維持補修

や街路樹の維持管理などにより、通行の円滑化

と居住環境の整備を図るものでございます。 

 決算額３億４４７５万２０００円は、補助事

業として、大村町海士江町線舗装補修工事など

７件の工事が主なものでございます。また、単

独事業として、令和３年度繰越し分も含め、第

１高植本町水島町線舗装工事など３９件の工

事、若宮町高島町線道路陥没修繕など１６３件

の施設修繕を実施しており、そのほか街路樹管

理業務委託などを行っております。 

 なお、特定財源として、国庫支出金４３４４

万４０００円、地方債１億４６２５万５０００

円、その他特定財源として、日本中央競馬会事

業所周辺環境整備寄附金６０４万５０００円が

あります。繰越額５５８７万８０００円は、国

の二次補正予算の承認を受けた後の工事発注と

なったことから、年度内の完了が困難となり、

繰り越したものでございます。不用額８７４万

１０００円は、国からの補助事業の内示減と入

札残が主なものでございます。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしております。施設の老朽化は著

しく、補修が必要な箇所は多数あることから、

安全な道路を維持していくために、効率的な事

業の実施と財源の確保に努めていきたいと考え

ております。 

 １３３ページをお願いいたします。 

 上段の市内一円道路改良事業は、市民生活に

密着した道路の交通環境改善を図る目的で、計

画的に拡幅改良や舗装、側溝などの整備を進め

るものであり、また、地域間の連携強化を図る

ため、幹線道路の整備を進めるものでございま

す。 

 決算額７億８０２２万２０００円は、令和３

年度繰越し分も含め、道路改良工事や舗装工事

など６７件、用地買収１４件、建物補償等２３

件が主なものでございます。このうち、国の交
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付金事業であります社会資本整備総合交付金で

は、千丁町の新牟田西牟田線や竜西東西１２号

線の――いわゆる東西アクセス道路及び松高校

区の永碇町高島町線の整備に取り組んでおりま

す。なお、特定財源として、国庫支出金１億２

４４３万７０００円、地方債５億８２０９万９

０００円及びその他の特定財源として、サテラ

イト八代地域振興協力金５５９万円がありま

す。繰越額１億３２０５万７０００円は、入札

不調による再入札や地元及び関係機関との協議

に日数を要したことから繰り越したものです。

不用額２８９８万９０００円は、国からの補助

事業の内示減や入札残が主なものでございま

す。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしており、生活道路の整備による

利便性の向上に加え、東西アクセス道路等の幹

線道路の整備を行うとともに、歩行者・自転車

の安全・安心を確保するための歩道整備など、

人に優しい道づくりを目指してまいりたいと考

えております。 

 下段の橋梁長寿命化修繕事業は、市が管理す

る橋長２メートル以上の橋梁、１８６９橋の目

視点検を実施し、橋梁長寿命化修繕計画の見直

しを行い、優先順位の高いものから補修工事を

実施しているものでございます。 

 決算額２億２３７９万８０００円は、令和３

年度の繰越し分も含め、橋梁定期点検業務委託

５件、橋梁補修設計１４件、また、二見下大野

２号橋の上部工工事を実施しております。な

お、特定財源として、国庫支出金１億２２９６

万２０００円、地方債７４００万円がありま

す。繰越額１６０５万４０００円は、国の補正

予算成立が年度末となったことなどが主な理由

でございます。不用額８１６万７０００円は、

国からの補助事業の内示減が主なものでござい

ます。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

規模拡充としております。 

 補修工事は計画よりやや遅れておりますが、

今後も老朽化による早期対応が必要な橋梁が増

加することが予想されるため、財源の確保に努

め、橋梁の適正な保全に取り組んでまいりたい

と考えております。 

 １３６ページをお願いいたします。 

 下段の八代港県営事業負担金事業は、八代港

の利便性向上、船舶運航の安全確保及び港湾機

能の充実を図るため、八代港港湾計画に沿った

施設整備及び既存施設の改良・補修に係る事業

費の一部を負担するものでございます。 

 決算額２億５１０７万円は、国直轄事業の水

深１４メートル航路整備が２０分の１の負担で

１億６７５０万円、県の港湾補修事業で外港地

区における道路改良や航路しゅんせつなどが６

分の１の負担で８３５７万円でございます。特

定財源として、地方債２億４８０万円がありま

す。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしており、八代港港湾計画に沿っ

た施設整備が推進されるよう、予算の確保に努

めるとともに、加賀島地区の岸壁整備等の早期

事業化へ向けた要望活動を実施してまいりたい

と考えております。 

 １３７ページをお願いいたします。 

 上段の公共インフラデジタルマップ事業は、

道路・河川等の公共インフラの復旧状況、道路

工事等による通行規制状況等をリアルタイムで

デジタルマップ化し、市のホームページに掲載

し、情報提供を行うものでございます。また、

災害発生時にも道路の不通箇所、交通規制等の

情報を発信するもので、令和５年度からやつし

ろ道路情報マップ──通称ＹＤマップとして運

用を開始しております。 

 決算額３０８８万２０００円は、公共インフ

ラデジタルマップの情報共有システム構築業務

の委託料でございます。特定財源として全額、
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国庫支出金となっております。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしており、引き続きＹＤマップの

運用と工事情報などの提供漏れがないよう管理

してまいりたいと考えております。 

 １３８ページをお願いいたします。 

 上段の南部幹線道路整備事業は、全体延長５

６３０メートルのうち、建馬町の県道八代港大

手町線から１級河川前川を渡り、市道麦島線ま

での区間の１工区９６５メートルと葭牟田町か

ら１級河川球磨川を渡り、植柳下町までの区間

の３工区７２０メートルを県事業により実施中

であり、その事業費の一部を負担するものでご

ざいます。 

 決算額５７８８万４０００円は、県が実施し

た事業に伴う負担金でございます。特定財源と

して、地方債５５７０万円があります。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしております。事業主体である熊

本県と連携し、地域との合意形成などに協力

し、事業促進を図ってまいりたいと考えており

ます。 

 下段の西片西宮線道路整備事業は、全体延長

１０２０メートルのうち、北側の県道八代港線

から市道上片町上日置町線付近までの１工区３

６０メートルの区間が、平成２９年４月に供用

開始しており、八代市食肉センター跡地北側ま

での２工区３５０メートルは、令和５年６月に

一部を供用開始しております。なお、南側の国

道３号までの３工区３１０メートルにつきまし

ては、令和４年度より事業に着手しておりま

す。 

 決算額１億３０８０万３０００円は、令和３

年度からの繰越し分も含め、道路改築など工事

２件、測量詳細設計など業務委託５件が主なも

のでございます。特定財源として、国庫支出金

６４５５万８０００円、地方債６２８０万円が

あります。繰越額３５８５万８０００円は、国

の補正予算成立が年度末となったことによるも

のでございます。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

規模拡充としております。事業の進捗について

は、計画どおりに推移しており、今後も引き続

き、早期の全線供用開始に向け、事業推進に努

めてまいります。 

 １４２ページをお願いいたします。 

 下段の公営住宅ストック総合改善事業は、八

代市営住宅長寿命化計画に基づき、計画的な改

善を実施することにより住宅事業に係るコスト

を抑えながら、公営住宅ストックの総合改善並

びに既存設備の機能向上を図るものでございま

す。 

 決算額３０６７万５０００円は、郷開団地の

屋上防水・外壁改修の設計業務委託と改修工事

が主なものでございます。特定財源として、国

庫支出金１２６９万１０００円、地方債１２６

０万円があります。繰越額６３２万７０００円

は、第２期八代市住生活基本計画策定に時間を

要したことから、繰り越したものでございま

す。不用額９３４万８０００円は、設計精査に

よる減や入札残が主なものでございます。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしており、引き続き八代市営住宅

長寿命化計画に基づき住宅の改善を行い、市営

住宅の長期活用を図ってまいりたいと考えてお

ります。 

 少し飛ばしまして１７８ページをお願いいた

します。ここから災害復旧費になります。 

 下段の道路橋梁施設災害復旧事業は、令和２

年７月豪雨分も含め、令和元年度以降の大雨等

により被災した道路の舗装やのり面等の施設を

復旧するものでございます。 

 決算額４億６３１９万３０００円のうち、通

常分は令和３年度繰越し分も含め、大雨等によ

り被災した施設の復旧に係る経費６６６７万２

０００円で、測量設計委託８件、災害復旧修繕
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２６件、災害復旧工事１件でございます。特定

財源につきましては、通常分としまして、国庫

支出金１４７５万１０００円、地方債５００３

万８０００円があります。繰越額５億５３１６

万７０００円につきましては、通常分は２５５

０万３０００円で、被災後の調査、測量、設計

に時間を要したことや国の災害査定後の工事発

注となったため、年度内の完了が困難となった

ものでございます。不用額５億７４６３万２０

００円のうち、通常分は９５７３万３０００円

で、泉町管内での災害復旧工事の契約解除や修

繕、工事における設計精査による減及び入札残

が主なものでございます。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしており、被災した道路施設を速

やかに復旧し、市民が安全・安心に生活できる

よう努めてまいります。 

 １７９ページをお願いいたします。 

 上段の河川施設災害復旧事業は、令和２年７

月豪雨や令和３年度の大雨、令和４年度の大雨

や台風により被災した河川施設の復旧を行うも

のでございます。 

 決算額１億２００７万２０００円のうち、通

常分は令和３年度繰越し分も含め、大雨により

被災した施設の復旧に係る経費３７９３万４０

００円で、災害復旧工事２件、修繕工事９件、

測量設計委託２件でございます。特定財源につ

きましては、通常分としまして、国庫支出金１

９９６万４０００円、地方債１７８７万７００

０円があります。繰越額７６０３万７０００円

につきましては、通常分は４２４３万７０００

円で、工事着手前の地元及び関係機関協議に時

間を要したことや、国の災害査定後の工事発注

となったため、年度内の完了が困難となったも

のでございます。不用額１２１９万６０００円

のうち、通常分は３５９万５０００円で、修繕

や業務委託における設計精査による減及び入札

残が主なものでございます。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしており、被災した河川施設を速

やかに復旧し、市民が安全・安心に生活できる

よう努めてまいります。 

 続きまして、企業会計繰出金について御説明

いたします。 

 決算書の１６８、１６９ページをお願いいた

します。 

 款７・土木費、項５・都市計画費、目１・都

市計画総務費、節２７・繰出金の支出済額１２

億２４５０万円は、下水道事業会計へ繰出しを

行っております。 

 不用額２億４０００万円は、前年度決算状況

を考慮し、減額調整したことによるものでござ

います。 

 最後に、流用につきまして、流用額が１００

万円以上のものを御説明いたします。 

 決算書の１６４、１６５ページをお願いいた

します。 

 一番下の段の款７・土木費、項２・道路橋梁

費、目３・道路新設改良費の備考欄の下から２

つ目、２８５万７０００円は、１２節・委託料

より１６節・公有財産購入費へ流用しておりま

す。これは、竜西東西１２号線での建物補償の

補助内示額が補償額に満たない額でありました

が、予定していた用地買収を先行するため流用

したものでございます。 

 １６６、１６７ページをお願いいたします。 

 同じく目３・道路新設改良費の備考欄の一番

上の９６９万５０００円は、１４節・工事請負

費より１２節・委託料へ流用しております。こ

れは、竜西東西１８号線において、埋蔵文化財

発掘調査が必要となったことから流用したもの

でございます。 

 その下に記載の２７３４万１０００円は、２

１節・補償、補塡及び賠償金より１６節・公有

財産購入費へ流用しております。これは、竜西

東西１２号線での建物補償の補助内示額が補償
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額に満たない額でありましたが、予定していた

用地買収を先行するため流用したものでござい

ます。 

 １６８、１６９ページをお願いいたします。 

 一番下の段の項５・都市計画費、目２・街路

事業費の下から２つ目、２１９万２０００円

は、１２節・委託料より１４節・工事請負費へ

流用しております。これは、西片西宮線道路整

備事業の進捗を図るために工事請負費を増額し

たものでございます。 

 次に少し飛びまして１９８、１９９ページを

お願いいたします。 

 一番上の段の款１０・災害復旧費、項２・公

共土木施設災害復旧費、目１・道路橋梁施設災

害復旧費の備考欄の上から２つ目、１３８５万

３０００円は、１４節・工事請負費より１０節

需用費へ流用しております。これは、令和４年

７月１８日からの豪雨により発生した災害に対

応するため、需用費の増額が必要となったこと

から流用したものでございます。 

 その下に記載の５３９万１０００円は、１４

節・工事請負費より１２節・委託料へ流用して

おります。これは、令和４年９月の台風１４号

により被災した道路において測量等の追加によ

り委託料の増額が必要となったことから流用し

たものでございます。 

 その下に記載の３１７万６０００円は、１４

節・工事請負費より１８節・負担金補助及び交

付金へ流用しております。これは、国の直轄道

路事業において令和４年度負担金額が決定し、

負担金が不足したため流用したものでございま

す。 

 その次の段、目２・河川施設災害復旧費の備

考欄の下から２つ目８２０万円は、１４節・工

事請負費より１０節・需用費へ流用しておりま

す。これは、令和４年７月１８日からの豪雨に

より発生した災害に対応するため、需用費の増

額が必要となったため流用したものでございま

す。 

 その下に記載の３４０万円は、１４節・工事

請負費より１２節・委託料へ流用しておりま

す。これは、令和４年７月１８日からの豪雨に

より発生した災害において、国の災害査定を受

けるための委託料の増額が必要となったことか

ら流用したものでございます。 

 以上で議案第８６号・令和４年度八代市一般

会計歳入歳出決算の説明を終わります。御審議

のほど、よろしくお願いいたします。 

○委員長（橋本幸一君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（堀 徹男君） まずはですね、１３２

ページの道路維持事業に関してお尋ねをしま

す。 

 たくさんいろんなですね、事業をね、抱えて

いらっしゃる中で、今後の方向性としてです

ね、事業の実施率向上を図るため、効率的な事

業の実施というふうに方向性を書いてありま

す。以前、一般質問でですね、私もさせていた

だいたんですけど、例えば、草刈りだとか、樹

木の管理については、個別のケースに単発で発

注ということではなくて、路線ごとの包括的な

契約等々でですね、事業者さんに対しても、施

工者側に対してもですね、効率が上がるような

仕組みを取り入れたらどうかということも提案

させていただいたんですけど、現在までの実施

率向上のお取組とですね、今後どう考えていら

っしゃるのかについて、まずお尋ねをしたいと

思います。 

○土木課長（福浦亮二君） 土木課の福浦でご

ざいます。よろしくお願いします。 

 委員お尋ねの件ですけど、先ほども委員さん

もおっしゃられたように、除草だったり、街路

樹の剪定だったり、そういうこともですね、一

応先ほど言われたように個別での案件に対応す

るのではなく、今のところ、一応業者のほうに
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発注するような形態で今も取り組んでおります

けど、今後もですね、それを進めてまいりまし

て、なるべく手間というか、そういう手かから

ないような方向でちょっと考えていきたいと思

っております。なかなかですね、今のところ、

対応するのが件数も多くて、ちょっと取組がな

かなか進まないところもありますけど、今後も

そこら辺を含めて、ちょっと検討してまいりた

いと思います。 

 以上です。（委員堀徹男君「ありがとうござ

いました」と呼ぶ） 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

○委員（山本幸廣君） 今、直前に説明された

流用の問題で少し質疑させてください。 

 一番最後の１９９ページ。上からずっといき

ますと、１０節へ流用ということが、先ほど来

説明がありましたね。１０節へ流用。これは誰

が答弁、説明するのかな。今、私の質疑に誰か

答弁するんであれば。誰か説明するのは。

（｢１０節」と呼ぶ者あり）誰。じゃ、ちょっ

と待って。 

 １０節ということで需用費にということでし

たので、私も理解はしているんですけれども、

需用費の中の何なのかというのをちょっとお聞

きしたかったんですね。需用費の中ですね。い

ろいろと需用費にはあると思うんですよね。そ

の中。それだけ説明していただければ。大まか

によかですよ。大まかに。 

○土木課長（福浦亮二君） 先ほど委員さんお

尋ねの件ですけど、１０節のほうが需用費とい

うことで、需用費の中で災害が起きた、路面に

落ちた土砂の撤去とか、河川のほうの土砂の掘

削、その辺の緊急的に対応できる分に流用し

て、早めの対応を行っております。 

 以上です。（委員山本幸廣君「結構です」と

呼ぶ） 

○委員長（橋本幸一君） ほかにございません

か。 

○委員（堀 徹男君） １３３ページのです

ね、市内一円道路改良事業の概要の部分で、市

道の整備はですね、分かるんですけど、法定外

道路の整備をですね、計画的にやられていると

いうことで、整備の実績といいますか、例え

ば、どこをどうしたとか、法定外道路の部分に

関してですね、どれぐらい整備が進んでいるの

か。把握されてますか。 

○土木課長（福浦亮二君） すいません、今ち

ょっと手元にちょっと資料のほうがありません

ので、実績とか、どこという路線がちょっと分

かりませんけど、年間に１路線程度は実施を行

っているとこでございます。 

 以上です。 

○委員長（橋本幸一君） よろしいですか。 

○委員（堀 徹男君） 分かりました。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

○委員（堀 徹男君） １３７ページの公共イ

ンフラデジタルマップ事業なんですけど、今年

度から運用開始ということで書いてありますけ

ど、例えば、災害のときですね、例えば、道路

が陥没してるとか、橋が落っこってるとか、い

ろんな情報集約して上げられるということだろ

うと思うんですけど、その情報を落とし込むま

での作業というのは、やっぱり職員さん方が現

地に行って確認して、どこがどうなってるのか

という作業があると思うんですけど、その仕組

みについてというのは、どんなふうになってる

のかな。どのようにされてるんですか。誰がこ

のマップに上げるのかという。 

○建設政策課長（深川洋光君） 建設政策課、

深川です。よろしくお願いします。 

 委員お尋ねの、ＹＤマップの入力についてで

すけれども、こちらについては災害が起きた各

支所であったり、本庁であれば土木課とかです

ね、災害を担当しております技術職の方が見に

行かれて入力するということでしております。 

 以上です。 
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○委員（堀 徹男君） ということは、災害時

にですよ、また莫大な作業量と事務事業が増え

るんじゃないかなと懸念したんですけど、そこ

ら辺についてはいかが、今後お考えですか。 

○建設部長（西 竜一君） 今の御質問なんで

すが、確かに作業量というのは職員に負担がか

かってくるような状況にはなっております。た

だ、実際そこの作業というのは、工事を発注し

たりとか、そういうのをするべきところでござ

いますので、当然現地の調査というのは通常ど

おりやっているところになりますので、それの

中で入力作業というのが若干事務で増えてくる

ということになるんですが、それはやはり市民

の皆様にですね、できるだけ早く今の復旧状況

であったり、通行止めの状況を知らせるという

理由ではやむを得ない時間なのかなというふう

に考えております。 

○委員（堀 徹男君） 一刻も早くですね、そ

ういった通行止めの状況だったりとかというの

を知らせていく中では素早い、――１週間もた

った後に情報がアップされとってもですね、あ

んまり役に立たないのかなという。だから、す

ごいリアルタイムで情報の提供ができるのかな

というふうに感じるんですけど、そこはいかが

なんですか。 

○建設部長（西 竜一君） 山間部、特に泉地

域になりますと、範囲がかなり広いもんですか

ら、リアルタイムといってもですね、調査等に

ですね、数日かかることはあるものかなと思っ

ております。できるだけ住民の皆様からとかで

すね、市政協力員様から、その情報をもらって

ピンポイントでその場所に行けるようなという

ようなことはですね、協力体制を取りながらや

っていかなくちゃいけないのかなと思っており

ますが、ちょっと広くなる場合はですね、どう

しても数日かかることはあるのかなというふう

に考えております。できるだけですね、早く情

報を収集したいというふうに考えております。 

○委員長（橋本幸一君） よろしいですか。 

○委員（堀 徹男君） はい。 

○委員長（橋本幸一君） ほかにございません

か。 

○委員（堀 徹男君） 総括的なですね、質問

になるんですけど、例えば、先ほど道路維持事

業等でありました、市民からの要望、地域要望

ですね。この達成率が、もう僕が平成３０年に

一般質問したときから大体３０％を上回ること

はなかったというふうに思ってるんですけど。

例えばですね、財政的なものが、あと１割、２

割上積みされたとして、今の職員さんの体制

で、この達成率を３０、４０％と上げていくこ

とというのは、年度内に可能なんでしょうか。 

○建設部長（西 竜一君） もちろん財政的な

理由というのも、もちろんあるかと思います。

実際に財政、――維持管理費用等に増額できる

ということになって、今の職員が対応できるか

ということなんですが、基本的にはいろいろや

はりあればあるほど、いればいるほど、人とい

うのは大切なものであって、実際に事務を早急

にこなすためにはですね、人力というのは当然

必要なものでありますので、できれば今の人員

よりはですね、多くというようなことは考えて

おりますが、それもですね、なかなか採用等が

ありますので、いかない場合もありますので、

あとはいかに効率的にといいますかですね、全

てを満足する、住民の要望全てを満足するとい

うものではなくって、ここまでだったらです

ね、どうにかできるんではないかとかですね、

そういうのもですね、考えながらいかなくちゃ

いけないのかなと。 

 あと、できるだけ発注でコンサルタントであ

るとかですね、そういうところもですね、工夫

しながら発注していくというふうなことで、す

いません、正確な答えになりませんが、人は必

要でございますが、採用に限りがありますの

で、できるだけ効率的なものというのをです
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ね、準備していかなくちゃいけないというふう

に考えております。すいません。 

○委員（堀 徹男君） 今のお答えに対するこ

とはですね、意見として後で述べたいと思いま

すけど。 

 もう一点がですね、来年かな、２０２４年度

から建設業関係の労働体制っていうかな、が見

直されて時間外ができなくなったりだとかとい

うことが、たしか言われてたと思います。それ

と人手不足、現場の職人さんたちの。入札かけ

てもなかなか応じてもらえないとか、先に延び

ていくというようなことも今あるというふうに

伺ってるんですけど、次年度以降のですね、そ

ういった公共工事に対する発注の計画みたいな

のっていうのを、建設業界の働き方改革と併せ

て、どう、こうリンクさせてお考えになられて

計画を立てていかれるのかなというふうに思っ

てるんですよね。そこは次年度以降の計画にど

う反映されていくのかなというところを、１点

お伺いをしておきたいと。 

○建設部長（西 竜一君） 今、働き方改革と

いうのも含めて、あと人材がですね、なかなか

建設業にですね、来ないというようなこともご

ざいますので、事業者側としてはですね、いか

に少ない人数というかですね、でＩＣＴを活用

しながらするかというようなことも考えていっ

ていただけなくてはいけないような時期なのか

なと思ってます。 

 それと、当然、そういう労働時間が限られて

くるということになりますと、工期というのを

ですね、考えなくちゃいけないということにな

りますので、今のところ、現在もう余裕、――

工期というのを含めてですね、ある程度着手す

る幅というのを現在も設けております。工期等

もですね、多分長期化するような傾向に行くの

ではないかとは思っております。 

 ですので、できるだけ１年のうち、工事が集

中する時期をなくす。要は平準化と呼んでおり

ますが、今、今年の１２月補正でも若干ですけ

ど、ゼロ債というような形で、できるだけ早く

発注するために、今年債務を組んで来年度予算

をですね、早く発注できるような状況にすると

かですね。いわゆる４月、５月、６月の発注率

を増やしてですね、平準化を図るというふうな

方法をですね、今考えているところでございま

す。 

 まだ、どんどん技術者の不足というのは今後

も出てくるかと思いますが、それはいわゆる先

ほど言いましたように、デジタル技術を活用し

てというふうなことがですね、大手のほうでは

ですね、進んでいくのかなとは思っております

が、すいません、以上でございます。（委員堀

徹男君「ありがとうございました」と呼ぶ） 

○委員長（橋本幸一君） ほかにございません

か。 

○委員（山本幸廣君） １３２ページの道路維

持の事業から。それとですね、１３３ページの

市内一円の道路の改良含めてですけども、冒頭

にですね、私も今回、決算書を見ながらです

ね、大変担当の方々の御苦労というのをです

ね、特に道路維持事業の数字を見てください、

下のほうをですね。舗装補修の工事、それから

下の中段ぐらいに修繕が１６３件。もう本当に

ですね、莫大なですね、エネルギーが要ってる

というのがもう毎年感じます。件数が多いとい

うことなんですね。と、予算関係見ても、件数

が多い中に予算関係というのが案外少ないよう

な気がしてならないんですけども。 

 それと、今年の予算額、決算額を見てもです

ね、令和３年はですね、５億８０００万円ぐら

いあった。それから令和４年はですね、４億円

ぐらい。それから、令和５年の当初予算の、ち

ょっと予算書見てみたんですけど、３億９００

０万円ぐらい。年々年々減っている状況で、中

身については、これはもうはっきりいってか

ら、しっかり分析をしなきゃいけないと思うん
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ですけども。 

 要は、この道路維持というのはですね、私が

以前から言って、今、部長が言われたように金

と人なんですよ。金と人というのは、金という

のはイコール、アンド予算なんですよ。それと

人ですね。技術者をどう確保するかというこ

と。これは、私たちが決算審査でですね、建設

委員会を含めてですけども、これは委員長です

ね、決算審査で私のこの質疑というのはです

ね、大事なことだと思ってください。これは、

議会からもですね、どうしても専門技術とい

う、新しい新規採用をすればですね、というの

が何人も使えません。即効性があるという人と

いうのはなかなか出てこないと思うんですけど

も。今まで１０年、２０年に技術者で入ってお

られた、今、普通職に変わっておられる方々、

これを人事課あたりが分析していただければで

すね、何十人もおられると思うんですよ。そう

いう災害時に、その対応できる体制をつくっと

かにゃいかんというのが、この道路維持と市内

一円の道路の改良含めて、特に災害復旧なんで

すね。災害復旧、なぜ繰越しが多くなるかとい

うこと、これはやむを得ない理由がたくさんあ

るわけなんですよ。それを職員の方々にです

ね、私たちが質疑をしたり、そして、なかなか

できないというのが現状ですね。大変決算書を

見る中で心配をしているというのが、本委員の

質疑なんですけども。 

 その中で、今後の方向性、これは部長、この

規模でですね、先ほど来も意見が出ておりまし

たように、校区要望含めて、達成率を高めるた

めにもですね、現行どおりというのはなかなか

この整備状況の中でですね、前に進んでいかな

いじゃなかろうかなという心配であります。だ

からこそ、よろしかればですね、規模の拡充に

変えていただいて、そして、今、人と金──予

算と人というのをですね、規模拡充をすればで

すね、はっきりいって執行部も、市長も含めて

ですけども、何かのやっぱり予算づけというの

は、なぜ道路維持なり、市内一円の道路改良、

これは市民生活の生活道路の整備をするのは、

これは安全性を含めて、当たり前の部署なんで

す。この事業というのはですね。 

 そういうことを考えた中で、今回のこの決算

審査した中でですね、予算も少ない。そしてま

た人ですよ。これは、皆さん方ももう今年既に

御存じですけども、土木関係、――私たちがこ

こに決算審査をせなん、土木関係の中で１２５

人なんですよ、一般職が。数えてください、帰

ってから。１２５人。大変少ないですよ。私が

この前、決算書を見たときに１２５人しかいな

い。そのうちの技術者はどれくらいかというこ

とを、あえて言いませんけどもね。そういう中

で、今回の決算書を見る中で、私はぜひともで

すね、規模拡充に次年度から変えていただい

て、そして、それが１年してですね、どういう

結果を出すかというのをですね、私たちもやっ

ぱり議会として責任があります。毎回毎回、こ

の道路維持と市内一円の道路改良、特に災害復

旧についてはですね、これはもう本当に努力さ

れておる、専門技術の方々が。そういう中で、

先ほどは流用の話もしましたが、要は１３３ペ

ージのですね、市内の一円の道路についてもで

すね、これはもう一番今後の方向性の下段を見

てください。本当にですね、部長以下担当職員

の切実なお願いなんですよ、これは。 

 というのはですね、安全性、舗装や歩道の整

備への予算配分にも心がけ、そして、歩行者、

自転車の安全・安心を確保し、人に優しい道づ

くりを目指すと。これは、皆さん方がそういう

思いでですね、今後の方向性を理由づけされと

るんです。私たちもそれに応えてやらにゃいか

んと思う、議員は。議会としてもですね。私

は、そう思います。 

 そういうことで、質疑というとあれですけど

も、そこらあたり、方向性の現行どおりから規



 

－23－

模拡充への心意気を、部長どう思われますか。 

○建設部長（西 竜一君） 身にしみて分かる

次第でございますが、というような。できるだ

け、今のところ、これ以上に、もう気持ちとし

てはですね、これ以上にですね、予算が減額さ

れると困るというのもありますので、規模拡充

まではいかないですけど、現行どおりとしてる

というのが実際の話であるのかなと思っており

ます。 

 ただ、国のほうもですね、いわゆる今までは

維持管理面でのですね、補助というのに関して

少なかったものですから、少しずつですね、こ

の維持管理というのの重要性というのも、国の

ほうも理解していらっしゃいますので、そうい

う有利な財源というのがですね、もし国の国庫

補助等もありましたらですね、そういうのも使

用しながらですね、頑張っていかなくちゃいけ

ないのかなというように思います。 

 希望としてはですね、規模拡充というのはあ

るんですが、今のところ、現行ということでで

すね、考えてる次第でございます。 

○委員（山本幸廣君） 部長、本当ありがとう

ございます。今日も監査委員も出席しておられ

ますからですね。私たち議会からも監査委員は

出ておりますので、切々とお願いをしたいと思

いますが、今言われたように、国庫支出金とい

うのはですね、ほとんど道路関係についてはで

すね、国の補助事業がないんで、対象が。少な

いんですよ。これはやっぱり政府要望で、今

回、田方新議長が誕生しましたので、市長とと

もに政府要望なされていかれると思うんですけ

ども、ぜひともですね、ここら辺りは政府要望

の中に入れてください。これは入れなきゃいけ

ないと思います。そうしなければですね、ほと

んどが地方債と一般財源なんですよ、土木関係

は。そういう中で、繰越しをしたり、そしてま

た、通常の予算合わせて、ほとんど当初予算と

いうのは変わらない。年々年々少なくなってき

ておる。今回については５５００万円ぐらいの

繰越しですけども、前と比べたら大変少なくな

ってきました。だから、あとは災害復旧費が多

くなってる状況でありますけども、ぜひともで

すね、そういう中で今回の決算審査分析した中

でですね、私は、もうこの道路維持の事業と市

内一円の道路改良、これについてはぜひともで

すね、予算の確保に努力をしていただきたい

と、そのように思いますので、よろしくお願い

をしときます。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

○委員（堀 徹男君） 最後の質問になります

けど、平成３０年のときですね、一般質問した

とき、中期財政計画で普通建設事業費の枠をで

すね、５０億円ぐらいで平成３３年ぐらいま

で、たしか５０億円ぐらいにするという、抑え

るというような計画があったと思うんですよ

ね。現在は６０億円程度まで戻すというような

計画だったと思うんですけど、その普通建設事

業費の予算配分というのは、部長、今どれぐら

いになっていますか。財政の話にもなると思う

んですけど。 

○建設部長（西 竜一君） すいません。申し

訳ありません。建設部長でありながら把握をし

ていないので、大変申し訳ないんですが、ちょ

っとその辺についてはちょっと資料が今ありま

せんので、はい。 

○委員長（橋本幸一君） ちょっと小会にいた

します。 

（午前１１時４９分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時５０分 本会） 

○委員長（橋本幸一君） 本会に戻します。 

○財政課主幹兼財政政策係長（塚本泰広君） 

 こんにちは。財政課、塚本でございます。 

 今、御質問の件ですけれども、令和４年度の

決算でいきますと、普通建設事業ということで

させていただいている金額が５５億１８００万
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円程度というところで、中期財政計画上ではで

すね、５０億円というところで設定をしておる

というのは以前から変わりはないところでござ

います。 

 以上でございます。 

○委員長（橋本幸一君） よろしいですか。 

○委員（堀 徹男君） もうここで止めておき

ますね。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

○委員（橋本貴喜君） すいません、１つだけ

聞きたいんですけど。さっきから道路維持、結

構話されてるんですけど、この予算で現行どお

りずっとやっていくとして、今後ずっと八代市

内の道路は、現状以上には保たれていくという

認識でよろしいんですか、それともだんだんだ

んだん手が回らなくなっていくという状況にな

るのか、ちょっとそこだけ聞かしてください。 

○建設部長（西 竜一君） このままの維持と

いうことで、規模拡充されればですね、よろし

いんですが、このまましたとしても基本的にと

にかく安全・安心、事故がないように、危険な

ところからというのが優先しておりますので、

そういうところを中心にやっていくということ

で、今の現状というのはですね、どうにか維持

されていくというふうに考えております。 

○委員長（橋本幸一君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） ないようですので、

以上で質疑を終了いたします。 

 意見がありましたら、お願いいたします。 

○委員（堀 徹男君） 先ほど部長にですね、

総括的な質問でお尋ねした部分なんですけど、

技術系の職員さんのですね、採用と育成という

のは、先ほど山本委員もおっしゃったようにで

すね、一朝一夕には育成できないという部分が

あります。計画的なですね、新規採用に加えて

ですね、経験の豊富なですね、方の中途採用だ

ったりとか、退職される技術者を……、今もさ

れてるとは思いますけど、再任用等々でです

ね、少しでも技術、土木系の職員さんのです

ね、戦力アップを図っていただきたいというふ

うにお願いしたいのが１点と。 

 先ほど地域要望の件でお答えをいろいろもら

ったと思うんですけど、大体年間の地域要望の

総数が１３００件前後でずっと推移してますよ

ね。ほぼ土木課というか、土木関係だけで４

０％も要望があって、支所等々も含めればです

ね、建設関連の要望というのは７０％近くにな

るというふうに、以前一般質問でお答えをいた

だいてるんですよ。これを達成率３０％を超え

ない範囲の中でですね、ずっと地域要望対処、

要望対処というのを繰り返していったら、先ほ

ど橋本委員もおっしゃったように、ずうっと改

善率が上がらない限りはいつもストックを持っ

ているということになるというふうに思うんで

すよね。市民の要望というのは、どこに一番身

近なところにあるのかといったら、やっぱり道

路だったりとか、側溝だったりとか、それに一

番関心が高いと思うので、ぜひともですね、財

源の確保はもちろんですけれども、職員さんの

ですね、負担を減らしつつ、より効率的な作業

ができるような方法をですね、さらに模索をし

ていただきたいというふうに思っています。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

○委員（山本幸廣君） 意見ですので、耳を傾

けていただければと思いますけれども、総括の

中で私は、今回の決算審査を自分なりにする中

でですね、予算を増やせというのは、この所管

の中で建設関係では予算を増やさなきゃいけな

いというのは、中身によって予算を増やせとい

うことなんです。 

 じゃ、これからですね、実質公債費の比率を

９.１以上高くなってくる。じゃ、それをどう

やって抑制していくかということなんで、これ

は本当ですね、土木関係は物すごく関係してく
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ることなんですよ。 

 というのはなぜかというと、今後予定されて

いる新八代駅周辺、それと文化コンベンション

センター等々で用地交渉から始まるんですよ。

担当の所管なんですよ。用地課長がおるかな、

ここに。用地交渉からですね、卵からですね、

生まれてくる事業というのは、仕事量がどんど

んどんどん増えてくるんですよ。これは新しい

工業団地を造らないかんし、コンベンションセ

ンターもつくらないかん。施設もつくらないか

んし、たくさんのやっぱりエネルギーが要る。 

 そこで、私がですね、今回の審査の中で一番

心配しているのは、やはり人の不足というのが

一番心配してると。だから、さっきは言ったん

ですけども、仕事は一生懸命現役の方がしてお

られる、担当ばですね。これからまだ増してき

ます。 

 そういう中で、私はもう何回も言うといかん

ですけども、中期財政計画なんて、もう私はこ

の道路維持、市内一円道路改良事業というのは

ですね、財政計画の中でですね、その予算配分

というのは、ここにやっぱり重点的にある程度

３年か４年ぐらい、先ほど来、橋本委員からも

ですね、質疑があったんですけども、やっぱし

それが本当に今の道路の安全性が、生活道路の

安全性がなってるのかと。これはですね、その

整備がなってるのかということを考えたとき

に、部長も、私たちもやっぱり現場に行きます

から、もうほとんどですね、紛れ紛れの、やっ

ぱし予算がないからじゃなくてから、人がいな

いからじゃありませんけども、もう５０メータ

ーとか、その程度。昔はですね、３００メータ

ー、５００メーターいきよったですよ、工事区

間というのがですね。そういう中で、距離がで

すよ。だけど、もう今は５０メーターとか、ど

うこうすれば３０メーターとかですね。だか

ら、件数も１６０、１８０とか件数が多くなっ

てくるわけ。そういうことを考えたときに、こ

れはぜひとも執行部の中で、その担当ばかりじ

ゃなくしてからですね、私はやっぱり財務部も

よく考えてもらわなきゃいけないなと思ってお

ります。財務部にも、これはもうはっきりいっ

て議会からも要求せにゃいかん。 

 これは、もう委員長、本当にですね、この問

題は真剣に捉えていかにゃいかんというふうに

思います。監査委員からの指摘もですね、毎年

あってるじゃないですか。そういう監査委員か

らの指摘というか、意見ですよ。私たちも今、

意見言いよるわけですけども、意見というの

は、ぜひとも私たちは執行部、市長首長以下、

監査委員の意見をですね、捉えておられると思

いますので、これからはひとつ実質の公債費の

比率がですね、どんどんどんどん、これから元

利償還が始まっていくもんですから、環境セン

ターから、新庁舎からですね。元利償還で大変

ですよ。そういう中であるけれども、私はこの

道路維持、市内一円道路の改良事業については

ですね、担当部についてはぜひともですね、私

たちも努力しますけども、財源確保に努力をし

ていただきたいと、そのように思います。部

長。意見です。 

○委員長（橋本幸一君） ほかにございません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第８６号・令和４年度八代市一般会計歳

入歳出決算中、当委員会関係分については、こ

れを認定するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（橋本幸一君） 挙手全員と認め、本

決算は認定することに決しました。 

 執行部入替えのため、小会いたします。 

（午前１１時５９分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後０時００分 本会） 
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○委員長（橋本幸一君） 本会に戻します。 

 それでは、午前中の審査はここまでとし、し

ばらく休憩いたします。午後は１時より再開い

たします。 

（午後０時００分 休憩） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後１時００分 開議） 

◎議案第９０号・令和４年度八代市農業集落排

水処理施設事業特別会計歳入歳出決算 

○委員長（橋本幸一君） 休憩前に引き続き、

建設環境委員会を再開いたします。 

 それでは、議案第９０号・令和４年度八代市

農業集落排水処理施設事業特別会計歳入歳出決

算について、建設部から説明を求めます。 

○建設部長（西 竜一君） 改めまして、こん

にちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）午前

中に引き続き、よろしくお願いいたします。失

礼しますが、着座にてよろしいでしょうか。 

○委員長（橋本幸一君） はい、どうぞ。 

○建設部長（西 竜一君） それでは、議案第

９０号・令和４年度八代市農業集落排水処理施

設事業特別会計歳入歳出決算に当たりまして、

簡単に総括を述べさせていただきます。 

 農業集落排水処理施設事業は、東陽町、泉町

において、衛生的で快適な暮らしを確保し、川

や水の水質を保全していくため、生活環境の向

上を図ることを目的としまして、処理施設の適

切な維持管理を行っております。 

 令和４年度末の対象人口１７１０人に対しま

して、水洗化人口は１４３６人で、接続されて

いる割合は８４％であるものの、まだ２７４人

が未接続でありますことから、今後も水洗化の

普及促進に努めてまいりたいと考えておりま

す。 

 なお、詳細につきましては、山本下水道総務

課長より説明いたさせますので、よろしくお願

いいたします。 

○下水道総務課長（山本康博君） 下水道総務

課の山本です。よろしくお願いいたします。 

 議案第９０号・令和４年度八代市農業集落排

水処理施設事業特別会計歳入歳出決算につきま

して、令和４年度における主要な施策の成果に

関する調書（その２）及び決算書を用いまして

説明いたします。 

 それでは、着座にて説明させていただきま

す。 

○委員長（橋本幸一君） はい、どうぞ。 

○下水道総務課長（山本康博君） お手元の主

要な施策の成果に関する調書の２０１ページを

お願いいたします。 

 農業集落排水処理施設事業でございます。歳

入決算額は８８１９万４０００円、歳出決算額

は８４４５万４０００円ですが、繰越明許費の

３７４万円を加えると８８１９万４０００円と

なり、実質収支額はゼロ円でございます。 

 次に、２０２ページをお願いいたします。 

 農業集落排水処理施設維持管理事業でござい

ます。 

 この事業は、東陽町、泉町の農業集落排水処

理施設の適切な維持管理を行うことにより、施

設の故障などを未然に防止し、生活環境の向上

を図ることを目的としております。 

 令和４年度の決算額は２６５０万４０００円

で、決算の主な内容といたしましては、処理施

設及びマンホールポンプの電気料６２６万４０

００円、警報装置４８回線の電話料１４５万３

０００円、汚泥引抜運搬手数料１８１万５００

０円、処理施設管理委託１２１２万２０００円

などでございます。不用額が３０９万９０００

円生じておりますが、主なものは工事請負費や

電気料、汚泥処理業務委託等の残でございま

す。なお、財源としましては、使用料２６５０

万４０００円でございます。 

 今後の方向性としましては、水質の保全、生

活環境の向上を図るために、有効な生活排水処

理であるため、今後も本事業を継続していくと
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し、市による実施、現行どおりといたしており

ます。 

 次に、歳入につきましては、令和４年度八代

市特別会計歳入歳出決算書を用いまして御説明

いたします。 

 決算書の８０ページ、８１ページをお願いい

たします。 

 まず、款１・分担金及び負担金の項１・分担

金、目１・農業集落排水事業費分担金でござい

ますが、条例に基づき事業に要する経費に充て

るため、１世帯につき１０万円の負担金を徴収

しており、令和４年度は１件の接続工事があり

ました。 

 次に、款２・使用料及び手数料でございます

が、項１・使用料、目１・農業集落排水処理施

設使用料では、収入済額が３６１０万円で、昨

年度より６２万円の減となっております。な

お、現年分の収納率は昨年度より０.２％減の

９７.９％でございます。 

 今後とも、滞納者に対し電話連絡や戸別訪問

等を行い、収納率の向上に努めてまいりたいと

考えております。 

 項２・手数料、目１・農業集落排水手数料

は、使用料に係る督促手数料で、収入済額２万

３０００円、延べ２３５件分でございます。 

 次に、款３・繰入金の項１、目１・一般会計

繰入金は、当初予算４２３２万４０００円に対

しまして、収入済額が４００３万４０００円

で、前年度より７８１万５０００円の減となっ

ております。これは、主に元利償還金及び需用

費の減によるものでございます。なお、補正予

算額１５３万１０００円は、１２月補正で御承

認いただきました燃料費高騰に対するものでご

ざいます。 

 次に、８２ページ、８３ページをお願いいた

します。 

 款６、項１・市債、目１・農業集落排水事業

債は、収入済額が１１９０万円でございます。

これは、元金償還金を繰り延べ、現在の利用者

の負担を和らげ、今後の利用者にも負担を求め

るために発行する農業集落排水事業の資本費平

準化債でございます。なお、農業集落排水処理

施設事業債の元金償還が４５８６万９０００円

でございますので、令和４年度末の現在高は１

億９４２２万２０００円で、前年度に比べ３３

９６万９０００円減少いたしております。 

 以上、歳入合計収入済額は８８１９万３００

０円でございます。 

 以上で、議案第９０号・令和４年度八代市農

業集落排水処理施設事業特別会計歳入歳出決算

の説明を終わります。御審議のほど、よろしく

お願いいたします。 

○委員長（橋本幸一君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（堀 徹男君） すいません。さっきの

概要のページ出してもらっていいですか。２点

あります。 

 警報装置の電話料が４８回線ということで、

これはどんな仕組みでどこに設置してあるのか

というのが１点と。 

 あと、ここは脱水汚泥の堆肥化処理を委託さ

れてるということで、その内容についてちょっ

と教えていただいていいですか。 

○下水道総務課長補佐兼水洗化促進係長（上村

和寛君） 下水道総務課の上村です。 

 まず１点目につきましては、それぞれマンホ

ールポンプというのがトイレにありますけど

も、全部で、東陽町が３１か所と泉町が１６か

所ということでそれぞれあるんですけども、そ

こで何かしらトラブルがあった場合は、そこの

電話回線を通じて委託業者のほうに連絡が入る

ようになっております。警報ランプもつくよう

になっておりまして、それにあった場合はそち

らに行って、その状況を確認して処理を行うと

いうことになっております。 
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 もう一点の脱水汚泥ですけども、こちら東陽

町の処理場のほうが脱水汚泥、――一旦汚泥を

脱水して、これを上天草市のほうに運んで、そ

ちらで処理をしていただくという処理方法を行

っております。 

 以上です。 

○委員（堀 徹男君） すいません。何で聞い

たかというと、マンホールポンプが４７か所

で、電話、警報装置が４８回線なんで、１か所

どっか足りないのかなと思いましてね、それが

１点ですね。 

 最初にした脱水汚泥は、どこか販売ルートを

通じて成果かなんか上がってるんですかね。 

○下水道総務課長補佐兼水洗化促進係長（上村

和寛君） 先ほど、すいません。電話の１か所

は処理場に１か所ございますので。（委員堀徹

男君「なるほど」と呼ぶ） 

 それで、１か所増えたという形に、数が１つ

多いということになります。 

 処理の方法につきましては、今のところは脱

水汚泥を運んで、そちらのほうで処理をしてい

ただいているという形ですので、うちのほうで

特段肥料化とか、そういったのはしておりませ

ん。委託業者のほうに運んで、そこで処理をし

ていただいているという状況です。 

 以上です。 

○委員（堀 徹男君） 分かりました。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） 以上で質疑を終了い

たします。 

 意見がありましたら、お願いします。ござい

ませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第９０号・令和４年度八代市農業集落排

水処理施設事業特別会計歳入歳出決算について

は、これを認定するに賛成の方の挙手を求めま

す。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（橋本幸一君） 挙手全員と認め、本

決算は認定することに決しました。 

                              

◎議案第９１号・令和４年度八代市公共浄化槽

等整備推進事業特別会計歳入歳出決算 

○委員長（橋本幸一君） 次に、議案第９１

号・令和４年度八代市公共浄化槽等整備推進事

業特別会計歳入歳出決算について、建設部から

説明を求めます。 

○建設部長（西 竜一君） 引き続き、どうぞ

よろしくお願いいたします。着座にて失礼いた

します。 

○委員長（橋本幸一君） どうぞ。 

○建設部長（西 竜一君） それでは、議案第

９１号・令和４年度八代市公共浄化槽等整備推

進事業特別会計歳入歳出決算に当たりまして、

私のほうから総括を述べさせていただきます。 

 公共浄化槽等整備推進事業は、東陽町、泉町

の浄化槽処理促進地域において、市が主体とな

って合併浄化槽の設置、維持管理を行うことに

より、当該地区の生活環境の向上を図るととも

に、公共用水域の水質を保全することを目的と

しております。 

 令和４年度末の対象人口は１６６７人で、水

洗化人口は８７６人で、接続されている割合は

５２.５％と、約半数の７９１人が未接続とな

っております。設置率は、県内市町村の平均的

な数値であるものの、東陽町、泉町は氷川ダム

の上流、下流域に位置しており、水道原水や農

業用水利として利用されている水源を良好な状

態で保ち、次の世代へ引き継ぐことが地域住民

の責務であると考えられますので、引き続き水

洗化の普及促進に努めてまいります。 

 なお、詳細につきましては、山本下水道総務

課長より説明いたさせますので、よろしくお願
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いいたします。 

○下水道総務課長（山本康博君） 下水道総務

課の山本です。引き続き、よろしくお願いしま

す。 

 議案第９１号・令和４年度八代市公共浄化槽

等整備推進事業特別会計歳入歳出決算につきま

して、令和４年度における主要な施策の成果に

関する調書（その２）及び決算書を用いまして

説明させていただきます。それでは、着座にて

説明いたします。 

○委員長（橋本幸一君） はい、どうぞ。 

○下水道総務課長（山本康博君） お手元の主

要な施策の成果に関する調書の２０３ページを

お願いいたします。 

 まず、公共浄化槽等整備推進事業の決算額で

ございます。決算額合計は、歳入歳出ともに４

３２３万９０００円で、実質収支額はゼロ円で

ございます。 

 次に、２０４ページの上段をお願いいたしま

す。 

 公共浄化槽等維持管理事業でございます。 

 この事業は、東陽町、泉町の公共浄化槽整備

推進事業区域において、市が主体となって設置

した合併処理浄化槽の適切な維持管理を行うこ

とにより、当該地区の生活環境の向上を図ると

ともに、公共用水域の水質を保全するものでご

ざいます。 

 令和４年度の決算額は２７４６万６０００円

で、決算の主な内容といたしましては、維持管

理を行っている浄化槽の法定検査手数料１５３

万５０００円、浄化槽保守点検清掃業務委託２

４９８万３０００円などでございます。なお、

財源としましては、一般会計繰入金９４万６０

００円、使用料など２６５２万円でございま

す。また、不用額が１３４万１０００円生じて

おりますが、主なものは保守点検・清掃委託料

の残などでございます。 

 今後の方向性としまして、本事業は東陽地区

及び泉地区の農業集落排水処理区域外で、市が

設置する合併処理浄化槽の維持管理に関する事

業で、市が設置する合併処理浄化槽の法定検査

は、水質の保全、生活環境の向上を図るために

必要な事業であることから、市による実施、現

行どおりといたしております。 

 次に、下段をお願いいたします。 

 公共浄化槽等整備事業でございます。 

 この事業は、東陽地区、泉地区の公共浄化槽

整備推進区域において、市が主体となって合併

処理浄化槽を設置し、生活環境の向上を図るも

のでございます。 

 令和４年度の決算額は９万７０００円でござ

います。決算の主な内容といたしましては、消

耗品費３万４０００円、燃料費６万３０００円

でございます。不用額が５６１万１０００円生

じておりますが、主なものは令和４年度の合併

処理浄化槽の設置がなかったことによる残でご

ざいます。 

 今後の方向性としまして、東陽地区及び泉地

区の農業集落排水処理区域外で市が設置する合

併処理浄化槽の設置事業で、これまで４３７基

の設置を行っており、令和４年度は設置がなか

ったものの、生活排水を合併処理浄化槽で処理

することで水質の保全、生活環境の向上を図る

上で有効な方法であるため、市による実施、現

行どおりといたしております。 

 次に、歳入につきましては、令和４年度八代

市特別会計歳入歳出決算書を用いまして、御説

明いたします。 

 決算書の９４ページ、９５ページをお願いい

たします。 

 款１・分担金及び負担金の項１・分担金、目

１・公共浄化槽等整備推進事業費分担金でござ

いますが、合併処理浄化槽を市で設置します

際、条例に基づきまして１基当たり１０万円の

分担金を徴収いたしております。 

 当初予算額では浄化槽４基分として４０万円
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を計上しておりますが、浄化槽設置工事はあり

ませんでした。 

 次に、款２・使用料及び手数料、項１・使用

料、目１・公共浄化槽等整備推進事業使用料は

収入済額２６４６万１０００円で、前年度より

４９万５０００円の減収でございました。な

お、現年分の収納率は昨年度より０.２％減の

９８.５％でございます。 

 今後とも、滞納者に対し電話連絡や戸別訪問

等を行い、収納率の向上に努めてまいりたいと

考えております。 

 項２・手数料、目１・公共浄化槽等整備推進

事業手数料は、使用料に係る督促手数料で、収

入済額１万４０００円は、延べ１４０件分でご

ざいます。 

 次に、款３・国庫支出金、項１・国庫補助

金、目１・公共浄化槽等整備推進事業費国庫補

助金は、令和４年度に設置した浄化槽に対する

補助金ですので、収入はございません。 

 次の款４・県支出金の項１・県補助金、目

１・公共浄化槽整等備推進事業費県補助金は、

前年度に設置した浄化槽に対する後年交付金

で、令和３年度の２基分１２万８０００円でご

ざいます。 

 ９６ページ、９７ページをお願いいたしま

す。 

 款５・繰入金の項１、目１・一般会計繰入金

は、予算現額１８６８万７０００円に対し、収

入済額が１６５９万円でございました。前年度

より３７万６０００円の減額となっておりま

す。 

 次に、款８、項１・市債、目１・公共浄化槽

等整備推進事業債は、予算額３４０万円に対し

まして、令和４年度は浄化槽の設置がありませ

んでしたので、収入済額はございません。な

お、公共浄化槽等整備推進事業債の元金償還が

５４２万３０００円で、令和４年度末の現在高

は６６５０万４０００円となります。 

 以上、歳入合計収入済額は４３２３万９００

０円でございます。 

 以上で、議案第９１号・令和４年度八代市公

共浄化槽等整備推進事業特別会計歳入歳出決算

の説明を終わります。御審議のほど、よろしく

お願いいたします。 

○委員長（橋本幸一君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（堀 徹男君） 生活に必要なですね、

社会インフラの整備ということで、理解をして

はいるところなんですけど、接続率が５２.

５％というお話でしたけれども、これを上げて

いく努力というのはどういうふうにされてきま

したか。営業ということになると思いますけ

ど。 

○下水道総務課長補佐兼水洗化促進係長（上村

和寛君） 上村です。接続に関しましては、令

和２年度から、単独浄化槽に対しての３０万円

の配管補助、昨年度令和４年度からはくみ取り

に対しても同じように３０万円の配管補助とい

うことでしてまいりました。また、年に１度１

１月ぐらいにですね、市報に折り込みをいたし

まして、浄化槽の接続の希望者を募ったり、あ

と近隣の業者さんに相談をしまして、そういっ

た御相談があれば、こちらにつないでほしいと

いうことで連絡を取っております。 

 なかなか、この浄化槽の地区というのが山間

部になるもんですから、実際つないでおられる

方というのが、相談があるのが割と高齢者の方

で、今、くみ取りとかですね、トイレを使って

おられて、座るのがきついとかですね、あと子

供さん世帯が帰ってこられるので水洗化したい

とか、そういった形で水洗化をして向上したい

という希望がありますので、本来の目的は水質

の浄化といいますか、それではあるんですけど

も、実際の現状といたしましては、そういうふ

うな形で各家庭の御都合で工事がなされている
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のが現状です。 

 以上です。 

○委員長（橋本幸一君） よろしいですか。ほ

かに。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） ないようですので、

以上で質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いいたします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第９１号・令和４年度八代市公共浄化槽

等整備推進事業特別会計歳入歳出決算について

は、これを認定するに賛成の方の挙手を求めま

す。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（橋本幸一君） 挙手全員と認め、本

決算は認定することに決しました。 

 執行部は御退出ください。 

（執行部 退席） 

○委員長（橋本幸一君） 以上で付託されまし

た案件の審査は全部終了いたしました。 

 お諮りいたします。 

 委員会報告書及び委員長報告の作成について

は、委員長に御一任願いたいと思いますが、こ

れに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 小会いたします。 

（午後１時２６分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後１時２７分 本会） 

◎所管事務調査 

・都市計画・建設工事に関する諸問題の調査 

・生活環境に関する諸問題の調査 

（ゼロカーボンやつしろ推進計画案について） 

○委員長（橋本幸一君） 本会に戻します。 

 当委員会の所管事務調査２件を一括議題と

し、調査を進めます。 

 当委員会の所管事務調査は、都市計画・建設

工事に関する諸問題の調査、生活環境に関する

諸問題の調査、以上の２件です。 

 このうち、生活環境に関する諸問題の調査に

関連して１件、執行部から発言の申出があって

おりますので、これを許します。 

 それでは、ゼロカーボンやつしろ推進計画案

について説明を願います。 

○環境課長（中川順一君） 皆様、こんにち

は。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）環境課の

中川でございます。よろしくお願いいたしま

す。 

 本日は、貴重なお時間をいただきまして、ゼ

ロカーボンやつしろ推進計画案につきまして説

明をさせていただきます。着座にて説明させて

いただきます。 

○委員長（橋本幸一君） どうぞ。 

○環境課長（中川順一君） 本日の資料といた

しまして、皆様に資料１、ゼロカーボンやつし

ろ推進計画案の概要、それから資料２、ゼロカ

ーボンやつしろ推進計画案の計画書の２つを配

付させていただいておりますが、説明に当たり

ましては、資料１の概要を用いまして説明させ

ていただきます。 

 本市は昨年２月、２０５０年までの二酸化炭

素排出量の実質ゼロを目指すとのゼロカーボン

シティ宣言を行っておりますが、本計画案は、

ゼロカーボンシティの実現に向けての２０３０

年度までの取組等を整理したものでございまし

て、これまで市役所内部の庁内検討会のほか、

有識者で構成されます八代市脱炭素化推進会議

におきまして御議論をいただき、作成を進めて

きたものでございます。 

 それでは、早速ではございますが、資料に沿

って説明をさせていただきます。ポイントを絞

っての説明となりますことを御了承いただきま
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すようお願いいたします。 

 それでは、資料１、計画案の概要、１ページ

をお願いいたします。 

 こちらは計画の構成でございます。第１章で

計画の目的等の基本的事項、第２章において本

市の二酸化炭素排出量の現状や将来推計結果等

を整理しております。第３章には二酸化炭素排

出量の削減目標や将来ビジョン等を、第４章に

はその目標達成に向けた市の取組、市民・事業

者に求められる取組を整理しております。ま

た、第５章には八代市役所の事務事業に伴う二

酸化炭素等の排出削減を図るための取組等を整

理しております。 

 資料２ページをお願いいたします。 

 第１章、計画の基本的事項の計画策定の背景

といたしまして、地球温暖化の現状や国内外の

動向としまして、カーボンニュートラルに関す

る動き、また、市の動向といたしまして、ゼロ

カーボンシティ宣言等を整理しております。 

 ３ページをお願いいたします。 

 こちらには、計画の目的、位置づけ等を整理

しております。本計画は、地球温暖化対策の推

進に関する法律に基づきまして、市域の二酸化

炭素排出量の削減及び取組の総合的かつ計画的

な推進を目的として策定するものでございま

す。また、計画期間は２０３０年度までとして

おりまして、その中で二酸化炭素削減に当たり

ましての基準年度は国や県の計画に準じまし

て、２０１３年度といたしております。 

 次に、４ページをお願いいたします。 

 第２章、市の現状のうち、二酸化炭素排出量

等の現状と課題でございます。下段の左のグラ

フになりますが、こちらは本市の二酸化炭素排

出状況になります。基準年度の２０１３年度の

１１１万６０００トンから減少傾向にございま

して、２０２０年度は７７万７０００トンでご

ざいますが、約７８万トンということで、約３

０％の削減となっております。 

 その内訳を申し上げますと、グラフの青の部

分、こちら産業部門でございますが、産業部

門、あるいは茶色の業務その他部門、またグレ

ーの家庭部門、こちらにつきましては、基準年

度から約３割から５割削減されている一方で、

黄色の部分になりますけれども、運輸部門は約

１３％の削減にとどまっているという状況にな

っております。 

 ５ページをお願いいたします。 

 ５ページは、２０５０年度までの二酸化炭素

の将来推計結果でございます。現状趨勢と脱炭

素シナリオの２つのパターンで将来推計を行っ

ております。 

 下段左のグラフでございますが、こちらが現

状趨勢シナリオ――つまりは追加的な対策は行

われないと想定した場合の推計でございます

が、排出量は、現状から２０５０年度までほぼ

横ばいとなっております。一方、右のグラフに

なりますが、脱炭素シナリオでは、徹底した省

エネ対策による消費原単位の向上、それから電

気使用に伴う排出係数の引下げ、これは再生可

能エネルギー──今後、再エネと呼ばせていた

だきますけれども、この再エネの普及などに伴

いまして、電源の低脱炭素化が進むことによ

り、電気の使用に伴う二酸化炭素の排出量が減

少していくことを見込んで推計しております

が、これによりますと２０５０年度までに約２

８万トンまで削減されるとの推計結果でござい

ました。 

 ６ページをお願いいたします。 

 左のグラフになりますが、先ほどの脱炭素シ

ナリオに２０５０年度のところに緑の斜線の棒

グラフを追加しておりますが、これは森林吸収

量を追記いたしております。 

 ゼロカーボン――二酸化炭素排出量の実質ゼ

ロでございますが、これは、排出量と吸収量を

差し引いてゼロにすることになりますが、グラ

フでお示ししておりますとおり、吸収量を差し
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引いても２０５０年度には１８万６０００トン

の二酸化炭素が残存する結果となっておりまし

て、これを太陽光などの再生可能エネルギーで

賄うとした場合に必要な導入量を右の表のとお

り、２０５０年度までの二酸化炭素排出量の実

質ゼロに必要な目標値として整理したところで

ございます。 

 これは、本市における再エネの導入ポテンシ

ャルを踏まえて整理したものになりますけれど

も、例えば、太陽光だけでも２０５０年度まで

に設備の容量といたしまして、約３００メガワ

ットの導入が必要というふうに整理をしたとこ

ろでございます。 

 次に、７ページから９ページにかけまして

は、第３章、計画の目標といたしまして、本計

画に掲げる将来像や削減目標等を整理しており

ます。 

 ７ページをお願いいたします。 

 目指す将来像を、「みんなで創る持続可能で

快適なゼロカーボンやつしろ」といたしており

ます。これは、カーボンニュートラルは非常に

高い目標でありますけれども、この計画期間中

に本市においても脱炭素社会の礎を築く必要が

ございますこと、また、ゼロカーボンシティ実

現に向けては、市、市民、事業者が一丸となっ

て取り組む必要があることなどを踏まえて設定

しているものでございます。 

 ８ページをお願いいたします。 

 こちらには２０５０年度のゼロカーボンシテ

ィの実現された姿、その望ましい姿といたしま

して、くらし、しごと、まちの側面から、今後

の技術革新、あるいはイノベーション等が前提

になりますけれども、それぞれの絵姿を掲げて

おります。 

 例えば、くらしの２ポツ目でございますけれ

ども、住宅ではＬＥＤなど、省エネ、高効率の

設備や太陽光発電の導入、また、住宅自体も省

エネ型の住宅が標準化していること、さらには

太陽光発電で発電された再生可能エネルギーは

自家消費や蓄電されて利用されている絵姿など

を掲げております。 

 ９ページをお願いいたします。 

 本計画における削減目標でございます。２０

３０年度までの中期目標は、国等の計画におけ

る削減目標に準じまして、２０１３年度比で５

０％削減、２０５０年度までの長期目標はゼロ

カーボンシティ宣言を踏まえまして、二酸化炭

素排出実質ゼロといたしております。 

 このほか、部門・分野ごとの削減目標につき

ましても、国の計画における目標や将来推計結

果、こちらを踏まえまして表のとおり整理して

おります。 

 １０ページをお願いいたします。 

 本計画に掲げます目指す将来像の実現に向け

た計画の柱となる取組の方向性、取組の柱でご

ざいますが、を６つ掲げております。脱炭素な

ライフ・ビジネススタイルへの行動変容に向け

たひとづくりを基軸といたしまして、省エネ対

策や再エネ導入等に取り組んでいくことといた

しております。 

 次に、１１ページから１２ページにかけまし

ては、その取組の方向性ごとに、市の取組、市

民・事業者に求められる取組、また数値目標等

を整理してございます。 

 １１ページをお願いいたします。 

 まず、取組の方向性１、次世代を担う人づく

りの推進でございますが、市の取組といたしま

して、脱炭素なライフスタイル・ビジネススタ

イルの普及、２点目としてパートナーシップ体

制の構築の大きく２つの項目について、それぞ

れ主な取組を記載しておりまして、主な内容と

しましては、啓発事業やゼロカーボンに向けた

機運醸成等を図るための協議会設立等を進めて

いくことといたしております。 

 また、数値目標といたしまして、昨年度実施

いたしましたアンケート調査結果から目標値を
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設定しているところでございます。 

 次に、取組の方向性２、再生可能エネルギー

の導入・利用の推進でございますが、太陽光発

電設備の導入、その他再生可能エネルギー等の

普及の２つの項目としまして、公共施設や住宅

等への太陽光発電設備の普及、エネルギーの地

産地消に向けた仕組みの構築等に取り組むこと

といたしております。数値目標といたしまして

は、住宅用太陽光発電設備の普及率等を掲げて

ございます。 

 次に、取組の方向性３、省エネの推進でござ

いますが、市の取組といたしまして、省エネル

ギー化の推進、省エネ行動の推進の２つの項目

といたしまして、省エネ住宅や省エネ改修等に

関する周知啓発、また、公共施設の新設・改修

時等における省エネ設備等の導入等を掲げてお

ります。 

 １２ページをお願いいたします。 

 取組の方向性４、脱炭素なまちづくりの推進

でございますが、市の取組といたしまして、エ

ネルギーの転換、低炭素な地域環境の整備の２

つの項目としまして、電動車化の推進など、化

石燃料からの転換や再エネ由来電力の利用に関

する取組等を掲げております。 

 次に、取組の方向性５、循環型社会形成の推

進でございますけれども、市の取組といたしま

して、ごみの減量化、資源の循環の２つの項目

といたしまして、ごみの減量化や資源の分別に

関する普及啓発等を行っていくことといたして

おります。 

 最後に、取組の方向性６、豊かな森・海づく

りの推進といたしまして、こちらは吸収源対策

になりますけれども、市の取組といたしまし

て、森林の適正な管理と利用、ブルーカーボン

の利活用の２つの項目といたしまして、森林整

備や普及啓発、また、近年になって提唱され研

究が進められておりますブルーカーボンに関す

る情報収集等を行っていくことといたしており

ます。 

 次に、１３ページをお願いいたします。 

 こちらには重点プロジェクトといたしまし

て、本年９月１日に民間企業３社と市との４者

で締結いたしましたカーボンニュートラルの早

期実現に向けた連携協定の内容を踏まえまし

て、再エネ設備の導入や新八代駅周辺等をモデ

ル地域とした取組などを整理しているところで

ございます。 

 以上が市域全体を対象とした取組となりま

す。 

 次に、１４ページから１５ページにかけまし

ては、市役所も事務事業を実施する上で二酸化

炭素等を排出しているわけでございますけれど

も、これを削減するため、市役所も一事業者と

してその削減目標や具体的な取組を整理してお

ります。 

 １４ページをお願いいたします。 

 八代市役所の事務事業に伴いまして排出され

る温室効果ガスの排出量の状況でございます。

下段左の棒グラフでございますが、こちらは排

出量の推移になりますけれども、近年は減少傾

向にございまして、２０２１年度は２万８３５

９トンで２０１３年度の３万５９８５トンから

約２１％削減されているという状況になってお

ります。 

 また、右のほうに円グラフでお示ししており

ますが、市役所の事務事業に伴って排出される

温室効果ガスにつきましては、おおむね電気の

使用に伴うものとごみの焼却によるもの、この

２つが大半を占めている状況にございまして、

２０２１年度では、ごみの焼却に伴う排出量が

約５４％、電気の使用に伴うものが約３１％と

なっております。 

 １５ページをお願いいたします。 

 市役所の排出量の状況を踏まえまして、市役

所の削減目標や取組を掲げてございます。上段

の削減目標でございますけれども、こちらは本
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計画における部門・分野ごとの目標、先ほど９

ページに記載しておりましたが、こちらに準じ

ることといたしまして、電気や燃料の使用に伴

うエネルギー起源の二酸化炭素につきまして

は、業務その他部門の目標と同じ５６％を、非

エネルギー起源につきましては、同じく廃棄物

分野の目標と同じ１５％といたしまして、トー

タルで３９％を削減目標としております。 

 また、下段の具体的な取組でございますが、

省エネ対策の推進、再生可能エネルギーの最大

限導入・利用の推進、ごみの減量化の推進、エ

ネルギー転換の推進の４つの観点から、今後、

取組を進めていくことといたしております。 

 最後になりますが、１６ページをお願いいた

します。 

 こちらは進行管理でございます。カーボンニ

ュートラルの実現に当たりましては、あらゆる

関係者が連携・協力しながら取り組んでいくこ

とが非常に重要となります。そのため、本計画

の推進体制といたしまして、市、市民、事業

者、関係団体などにより構成されます協議会の

設立や市役所内部におきましては、推進本部を

発足いたしまして、各課の連携を強化し、取組

を推進していくことといたしております。 

 また、市役所の取組につきましては、別途ア

クションプラン、年次計画を定めまして、計画

的に事業を推進していくことといたしておりま

す。 

 今後でございますが、昨日から実施しており

ますパブリックコメントによる御意見等を踏ま

えまして、必要な修正を行った後、計画のほう

を決定したいというふうに考えているところで

ございます。 

 以上、早口となりましたが、ゼロカーボンや

つしろ推進計画案の説明とさせていただきま

す。 

○委員長（橋本幸一君） 本件について何か質

疑、御意見ございませんか。 

○委員（山本幸廣君） １１ページ。今、説明

終わりましたが、再生可能エネルギーの導入と

利用の推進の中でですね、今説明があった、市

民と事業者、太陽光発電システムの普及率、今

５万８０００世帯ぐらいと思うんですけども、

どれぐらい現在普及していますか。太陽光。 

○環境課長（中川順一君） 住宅用太陽光発電

システムの普及率につきましては、統計情報か

ら推計いたしておりますけれども、記載のとお

り１４.５％ということで推計をいたしており

ます。 

○委員（山本幸廣君） １４.５％、どのよう

な普及の仕方というですか、普及の推進の仕方

というのはどのように考えておられますか。具

体的に聞かせてください。 

○環境課長（中川順一君） 現在、本市のほう

では平成２１年度から住宅用太陽光発電システ

ムの設置に対する補助を行ってきておりまし

て、現在も実施しているところでございます。

住宅用太陽光発電システムに限らず、今後、再

生可能エネルギーの普及に当たりましては、国

の予算等活用しながらですね、その普及を図っ

ていきたいというふうに今考えておるところで

ございます。 

○委員（山本幸廣君） なかなかその後、普及

をしないんですよね。最近よく見るんですけど

もですね、いや現状を見るんですけども、これ

は１４％をですね、２０％目標というのは、２

０％なるかもしれませんけれども、太陽光とい

うのは、国がゼロカーボンで一番の目玉である

わけですよね。そこら辺りの普及については、

もう少しやっぱり具体的に何か予算づけをしな

がらですね、進めていかなければ、この普及が

２０％で目標が達成できるというゼロカーボン

の中でですね、私はもう少し目標値を上げてい

いんじゃなかろうかと思いますけども、いかが

かな。 

○環境課長（中川順一君） 現在、近年、この
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住宅用の太陽光発電システムの普及率を現状見

ますと、年間約、普及率といたしまして０.

７％ぐらいしか増えていないというのが現状で

ございます。このままいくと、２０３０年度、

２０％いくかどうか分からないというような状

況でございまして、県のエネルギー計画におき

ましても、やはり２０３０年度までに２０％と

いう目標を掲げられておりまして、決して低い

目標ではないというふうに考えておりますが、

やはりそれを達成するためには、今後さらにそ

の普及については力を入れていかないと、この

２０％達成できないというふうには考えており

ます。 

○委員（山本幸廣君） 目標は高く上げるの

が、実現可能になるわけですよね。２０％はも

うはっきり言ってから新聞等で報道しておりま

したので、その後、施策の中でどう普及率を高

めるかということなんですよね。今の状況で

は、やっぱし補助率をどう高めていくのかとい

うことをですね、これは、国も県もですけど

も、やっぱり自治体もそこら辺りだと思うんで

すよね。そこら辺りはいろいろとこれから政府

要望なり、いろいろとされると思いますから、

期待をしておきますが、事業所についてですけ

ども、新しく太陽光の設備を、事業所のさっき

の補助というのは何かあるんですか。１億円以

上の太陽光の設備をする中での補助というの

は。このゼロカーボンの中で。 

○環境課長（中川順一君） 本市におきまして

は、今補助を行っておりませんけれども、国の

補助というのは、この脱炭素関係の予算という

のはありますので、今現状といたしましては、

そこを御活用いただくしかないというのが現状

でございます。 

 しかしながら、これも、たらればの話になり

ますけれども、そういった市から補助できるよ

うな仕組みの国の補助もございますので、そう

いった補助金の獲得についても、今後検討を進

めていきたいというふうに考えておるところで

ございます。 

○委員（山本幸廣君） 今のことは大事なんで

すよ。私のところに今２社ぐらいちょっと来と

るんですけどね。もう八代市がクローズアップ

されたあの報道の中でですね、期待をされとる

ところが事業所が何か所か、私に相談がありま

した。ところが補助がないんですよ、どんなに

探しても。だから、補助関係をですね、もうち

ょっとやっぱしきちっとした形の中で、今回ゼ

ロカーボンの中でですね、位置づけをしていか

なければ、なかなか事業所については、この太

陽光で進んでいかないというように思うんです

よ。そこら辺りはひとつしっかり補助のほうを

取り組みながら推進をしていくという形を取っ

ていただきたいと思いますね。 

○委員長（橋本幸一君） これについては、結

局太陽光の設置価格の問題とか、それから売電

価格の問題とか、やっぱりいろんな官民挙げて

のやっぱりその辺の取組が一致せんと、市だけ

の補助金という、やっぱりその分野だけじゃな

くて、やっぱりいろんな分野からの……。 

○委員（山本幸廣君） そうそう、そうそう。 

○委員長（橋本幸一君） 国・県・市、それか

ら……。 

○委員（山本幸廣君） 小会だろう──あ、本

会。 

○委員長（橋本幸一君） いや、相手の部分が

必要かと思いますので、その辺も考慮してとい

うことで捉えていただきたい。 

○委員（山本幸廣君） そうですね。なぜかと

いうと、はっきり言ってから、イグサをやめる

わ、農家の方々がですね、もう農家をやめられ

るという方々がおられて、ちょうどそのお話が

あったということで、売りに出て、買われた方

が、じゃ太陽光でという、うちのゼロカーボン

のところでということでですね、相談があった

んですよ。そういうことですので、お願いをし
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ておきます。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

○委員（堀 徹男君） その太陽光発電の推進

なんですけど、以前この建設環境委員会に在籍

してたときですね、先進地視察に行ったとき

に、そろそろ太陽光発電のパネルそのものの廃

棄が始まってくる時代に入るということで、新

しいですね、廃棄物が増えてくる時代になる

と。それを模索してるんだっていうところに行

ったんですよね。 

 そういった推進するのはいいんですけど、こ

れからは、またその廃棄の時代が始まってくる

ので、そういう計算値というのは、こういう計

算の中にどう取り込まれているのかなというの

を聞きたいんですよね。 

○環境課長（中川順一君） 太陽光のパネルの

廃棄問題につきましては、この計画を議論する

中で、委員の方からも御意見がございましたけ

れども、この計画の中にはそういった内容のこ

とは入っておりませんが、当然今、国のほう

で、そういったパネルの適正廃棄というところ

についてはまだ議論がされているところでござ

います。 

 我々としましては、当然そういった適正な廃

棄処分というところについては、注意喚起、周

知、これは行っていかなければいけないという

ふうには考えております。 

○委員長（橋本幸一君） これについては、ゼ

ロカーボンやつしろ推進計画の案の中でので、

廃棄というのは確かに重要な課題ではあるわけ

ですが、それとこれはちょっと今分けて、よろ

しいですか。 

○委員（堀 徹男君） その分じゃなくて、計

算値を導き出すときに廃棄の分というのはちゃ

んと計算されてるんですかというところなの

で。 

○環境課長（中川順一君） 廃棄というのは、

当然そこは更新されていくものとして考えてお

ります。 

○委員長（橋本幸一君） よろしいですか。 

○委員（堀 徹男君） これぐらいにしておき

ます。 

○委員（山本幸廣君） 委員長、さっき委員長

が言われたように、売電関係とか、はっきりい

ろいろと問題があるというのは、国の状況の中

でですね、その数字というのはですね、今明快

になっとるんですね。１０年前。ちょうどこれ

ぐらいですね。２０年で売電の計画の中でです

ね、太陽光というのは２０年。１０年が返済、

１０年がもうからにゃいかんというので２０

年。もうそしたら、今、堀委員が言われたよう

に、廃棄の問題が出てくるというのは、そこに

もあるんですよね。 

 だから、売電額が上がればですね、太陽光の

推進はどんどん上がっていくんですよ。推進

は。なかなか売電が上がらないもんで。価格上

がらないから、下がっている現状だから、国と

しての施策をどうするかということを考えても

らわなくちゃですね。それは地方自治体でこの

問題ば解決するなんてなかなか難しい。ただ、

絵に描いた餅じゃいけないもんですから、こう

いう議論をしとるということで理解してくださ

い。 

○委員長（橋本幸一君） この中には、結局太

陽光発電が持つゼロカーボンシティについて

の、分野については２０％の普及率であれば、

トータルとして計画に乗せることが近づけると

いう、そういう考えの中で１つだけ特化しても

全体の二酸化炭素の排出量から計算して、これ

が今導き出されたということですから、やっぱ

りその辺も考えての質問をよろしくお願いした

いと思います。分かりましたか。 

○委員（山本幸廣君） 質問せんならせんでよ

かっですよ。聞きよる程度でよかっだいけん。 

○委員（橋本貴喜君） すいません。シナリオ

で、これ脱炭素シナリオのグラフでいくと、運
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輸がもう一気に減っていってるんですけども、

これはＥＶになっていくという計算で出されて

るんですか。 

○環境課長（中川順一君） 当然、運輸部門に

つきましては、自動車の利用に伴う排出という

のが大部分を占めておるんですけれども、それ

がおっしゃるとおり、ガソリンから電動車、こ

ういったものに変わっていくということを見込

んでおります。２０３５年からは国のほうは、

新車販売に占める電動車の割合を１００％にす

るというような方針を出しておりますので、そ

の辺を踏まえて推計しておるところでございま

す。 

○委員（橋本貴喜君） 最近、ＥＶがある程度

出てきたことによって、いろんなＥＶの問題

点、要は暑過ぎてもいけない、寒過ぎても充電

ができない。そういった環境的なものがあるん

で、八代市って、どっちかといったら夏場は物

すごく暑い。そういった中で、ＥＶに切り替わ

っていくというのは、生活として成り立ってい

くのかっていうのがちょっと懸念されるんで、

ゼロまでっていうのが、本当にシナリオとして

正確なのかなっていうのはちょっと思いました

ので、そこら辺はどのように考えておられます

か。 

○委員長（橋本幸一君） 返答を求めますか。 

○委員（橋本貴喜君） できれば。 

○環境課長（中川順一君） ５ページの脱炭素

シナリオによる将来推計の中で、黄色で示して

おります運輸部門のほうが、もう２０５０年度

ではほぼないような状況になっていると。それ

が本当にこの八代市で実現可能なのかというよ

うな状況でございますが、推計上はこのように

推計したというところでございます。 

 まず、この計画につきましては、２０３０年

度までの計画といたしておりますので、当然そ

の時点において、また改めて推計し直すとか、

将来の国や県、こういったところの計画もです

ね、今２０３０年度までしか明らかになってい

ないという現状でございますので、その辺を踏

まえて、また改めて計画を改定する必要がある

とは考えております。 

○委員（橋本貴喜君） であれば、ここまで何

か具体的にゼロにしますみたいなイメージをさ

れるよりは、２０３０年ぐらいで止めといて、

あと点々にしとくとかですね、ごまかすという

言い方おかしいですけど、もうちょっとぼやか

したほうがいいのかな、実質の見た目にはなる

のかなとは思いますので、ちょっとそこら辺も

御検討ください。 

○委員長（橋本幸一君） その都度見直してと

いうことでございますので、その辺も考慮に入

れて、今回の推進計画に御理解を賜りたいと…

…。 

○委員（山本幸廣君） 理解はしてる中で、は

っきり言えば協議会を発足したり、庁内では推

進会議、何かな今言われたような……。（｢本

部」と呼ぶ者あり）推進本部をですね。そうい

う中に私たちの意見も参考にしてほしいなとい

う気持ちもあるわけですよね。やっぱり現状の

中で。 

 １つはですね、これは６ページですけども、

森林の吸収量。これは今、伐採伐採せろていう

てからですね、大変今からしよる状況の中で、

この吸収量もですね、物すごく変わってくると

思いますから、そこら辺りはもう知っておられ

ると思いますけどですね、よく分析していただ

いて、私たちの意見としては、こういう意見が

あったということで参考にしてください。とい

うことです、委員長。終わりましょうか。 

○委員（堀 徹男君） せっかくなんで。市の

計画なんで、そこまで分かんないですけど。そ

もそも計算の根拠にですね、例えば、今、橋本

さんがおっしゃったように、ＥＶ電気自動車に

すると。じゃ、その電気の供給量の元となる発

電に関わる炭酸ガスというのはどこに計算が出
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てきてる。こっちで相殺量というのがどれぐら

いあるのかなという。どこに計算式があって、

こういう数字が出てくるのかなというのが分か

んないんですよね。電気自動車の電気を供給す

るためには、火力だったり、原子力発電だった

りしてるわけなんですから、その分は上昇する

はずなんですけど、どうしてこんな全て減って

いくように計算ができるのかなと、いつも分か

んない。（委員山本幸廣君「それは電気自動車

だけん減っていくとわい」と呼ぶ） 

○環境課長（中川順一君） まず、電気の、今

おっしゃったように電源構成といたしまして

は、原子力や火力や再生可能エネルギーや、あ

るいは天然ガス、こういったもので九州電力管

内電気が構成されている中で、まず、この脱炭

素にいくためには、まず化石燃料から電気のほ

うに転換するというのが一つ、この低炭素化、

脱炭素化につながります。その上でその電源

を、限りなく再生可能エネルギーや原子力のよ

うに二酸化炭素、温室効果ガスを排出しない電

源構成とすれば、それはその分のガソリンで排

出しておった温室効果ガスをゼロにできるとい

う理論の中で、国のほうでですね、どのくらい

その辺りが削減されていくかというような、言

ってしまえば係数みたいなのを算出しておりま

すので、そこを適用して本市の状況に当てはめ

て、このような推計を行ったという状況でござ

います。 

○委員（堀 徹男君） 分かりました。 

○委員（山本幸廣君） 次、どうせ見直しもあ

るということだけんで、もうよかばい。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに何かございま

せんか。 

○委員（田方芳信君） 確かに今、世界の中で

ですよ、環境の問題というのは世界中でいろん

な場所で豪雨災害やら、いろんな部分で地震も

含めながらでも、いろんなことがあっておりま

す。また、それをですね、その事業を八代市か

らですね、このように努力して何とかＣＯ２を

下げたいと、そういう努力について私も本当頑

張ってほしいなと思っておりますので、この件

についてはですね、しっかりと取り組んでいた

だければと思っておりますので、頑張ってくだ

さい。 

○委員長（橋本幸一君） 今で締めでよろしい

でしょうか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） それでは、以上でゼ

ロカーボンやつしろ推進計画案についてを終了

いたします。御苦労さまでした。 

（執行部 退席） 

○委員長（橋本幸一君） 小会します。 

（午後２時０５分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後２時０７分 本会） 

○委員長（橋本幸一君） 本会に戻します。 

 そのほか当委員会の所管事務調査について、

何かございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） なければ、以上で本

日の委員会の日程は全部終了しました。 

 これをもって建設環境委員会を散会いたしま

す。 

（午後２時０８分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    令和５年１０月１１日 

建設環境委員会 

委 員 長 
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